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『
古

小

説

鉤

沈

」

校

本

 

一

青
史
子

裴
子
語
林

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

魯

 

 

 

迅

 

 
輯

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中

島

長

文

校

 
 
 
 
 
序
言

 
六
朝
以
前

の
古
小
論
の
佚
文
を
捜
輯
し
た

『古
小
読
鉤
沈
』
の
價
値
に
つ
い
て
は
あ
ら
た
め
て
言
う
ま
で
も
な
い
。
ま
た
そ
の
成
書
の
經

緯
に

つ
い
て
も
林
辰
氏
の

『
魯
迅
述
林
』
(
一
九
八
六
年
、
人
民
文
學
出
版
瓧
)
に
牧
め
ら
れ
た

『鉤
沈
』

に
開
す

る
四
篇
の
文
章
が
ほ
ぼ

そ
の
要
を
盡
し
て
い
よ
う
。

 
殘
念
な
こ
と
に

『鉤
沈
』
は
魯
迅
自
身
が
言
う
よ
う
に
、
か
れ
の
最
終
的
な
整
理
を
經
た
も
の
で
は
な
い
。

一
九

三
五
年
、
鄭
振
鐸
か
ら

の
出
版

の
誘
い
を
斷

っ
た
手
紙
に
い
う
。

 
 
 

『
古
小
諡
鉤
沈
』
に
つ
い
て
は
、
印
刷
す
る
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
と
い
う
の
は

一
つ
に
は
ず
い
ぶ
ん
長
ら
く
う
ち
ゃ

っ
て
お

 
 

い
た
の
で
、
も
う

一
度
整
理
し
な
お
す
と
な
る
と
、
ま
た
新
し
く
手
間
ひ
ま
を
か
け
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

二
つ
に
は
こ
う
い
う
書

 
 

物
は
讀
む
人
間
は
た
ぶ
ん
い
く
ら
も

い
な
い
で
し
ょ
う
か
ら
、

い
ま
し
ば
ら
く
は
放

っ
て
お
い
て
、
い
つ
か
暇
が
で
ぎ
た
と
ぎ
に
ま
た

(23)



 
 
考
え
る
こ
と
に
す
れ
ば
よ
ろ
し
い
。 
(
三
五
〇
三
三
〇
信
。
『
魯
迅
全
集
』
第
十
三
巻
)

十
冊

の
稿
本
は
こ
う
し
て
束
ね
ら
れ
た
ま
ま
魯
迅
の
死
を
迎
え
た
。
そ
し
て
そ
の
後
、

一
九
三
八
年
、
魯
迅
全
集
出
版
瓧
が
最
初
の
全
集
を

刊
行
し
た
と
き
、
は
じ
め
て
そ
の
第
八
卷
に

『
會
稽
郡
故
書
雜
集
』
と
と
も
に
收
録
さ
れ
て
日
の
目
を
見
た
。
以
後

『
鉤
沈
』
は
こ
の
全
集

版
の
紙
型
に
よ

っ
て
流
布
す
る
。
人
民
共
和
國
成
立
後
の

一
九
五

一
年
以
降
も
や
は
り
同
じ
紙
型
を
使

っ
て
單
行
さ
れ
、
香
港
出
版
の
も
の

も
そ
れ
を
影
印
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
九
五
七
年
に
二
度
目
の
全
集
が
出
る
が
、
そ
こ
に
は
收
録
さ
れ
な
い
。

一
九
七
三
年
に
な

っ
て
三
度

目
の
魯
愚
全
集
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
全
集
は
頁
數
か
ら
行
數
字
數
に
至
る
ま
で
す
べ
て

一
九
三
八
年
版
全
集
の
體
裁

に
倣

っ
た
無
注
本
で

あ
る
。
三
八
年
版
そ

っ
く
り
そ
の
ま
ま
の
形
で
復
刊
し
た
の
に
は
、
前
回
五
七
年
版
十
卷
本
全
集
の
編
集
方
法
、
注
釋
を
否
定
す
る
と
い
う

極
め

て
政
治
的
な
意
圖
が
あ

っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
こ
の
全
集
の
第
八
卷
、
な
か
で
も

『
古
小
論
鉤
沈
』
に
限

っ
て
い
え
ぱ
、
初
版

に
見
ら
れ
た
出
典
の
卷
數
の
誤
り
を
原
典
に
當

っ
て
訂
し
た
り
、
標
點
の
誤
り
を
改
め
る
な
ど
、
文
革
中
の
仕
事
に
し
て
は
極
め
て
ま

っ
と

う
な
作
業
ぶ
り
で
、
當
時
の
状
况
の
た
だ
中
で
こ
う
い
う
地
道
な
仕
事
を
續
け
て
い
た
人
が
い
た
の
か
と
思
う
と
、

い
さ
さ
か
敬
意
を
表
し

た
く
な
る
。

 
新

し
く

一
九
八

一
年
に
刊
行
さ
れ
た
全
集
に
は
收
集
校
訂
し
た
も
の
や
翻
譯
を
含
ま
な
い
の
で
、
い
ま
通
行
す
る

の
は
結
局
、
三
八
年
版

と
七

三
年
版
の
い
ず
れ
も
全
集
版
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
唐
以
前

の
古
小
諡
研
究
の
基
本
的
資
料
と
し
て
た
え
ず
引
用
さ
れ
る
割
に
は
、
出

版
の
上
で
は
そ
れ
相
當

の
待
遇
を
受
け
て
い
る
よ
う
に
は
思
わ
れ
な
い
。
ま
た
七
三
年
版
全
集
本
の
校
訂
は
あ
る
も

の
の
、
魯
迅
自
身
あ
ら

た
め
て
の
整
理
が
必
要
だ
と
雷
い
殘
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
文
に
渉
る
校
訂
は
ま
だ
聞
か
な
い
。
日
本
で
も
か

つ
て
前
野
直
彬
氏
等
の

グ
ル
ー
プ
が
手
を
著
け
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
が
、
そ
の
後
の
落
着
は
知
ら
な
い
。
わ
た
し
の
こ
の
作
業
は
い
さ
さ
か
な
り
と
も
そ
の
闕
を

補
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
妣
蜉
撼
樹
、
蚊
子
負
山
の
憾
み
は
免
か
れ
ぬ
け
れ
ど
も
。
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『
鉤
沈
』
は
い
ま
だ
成
書
の
過
程
に
あ

っ
て
、
そ
の
編
成
か
ら
し
て
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
い
ま
い
ち
ど
の
整
理
を
必
要
と
す

る
が
、
こ
こ
で
は
編
成

に
つ
い
て
は
し
ば
ら
く
稿
本

の
舊
を
保

っ
た
ま
ま
、
ま
ず
本
文

の
校
訂
を
主
な
作
業
と
す
る
。
校
訂
に
は
現
在
利
用

可
能

な
善
本
は
で
き
る
か
ぎ
り
利
用
す
る
。
む
ろ
ん
個
人
の
作
業
だ
か
ら
限
界
が
あ
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
よ
り
よ
い
と
剣
斷

し
た
テ
キ
ス
ト
に
よ

っ
て

『
鉤
沈
』
の
原
文
を
差
換
え
る
場
合
も
あ
る
。

 
い
ま
こ
う
し
た
作
業

に
と

っ
て
、
最
も
待
ち
望
ま
れ
る
の
は

『
鉤
沈
』
稿
本
十
冊
と
、
六
千
枚
に
の
ぼ
る
と
い
う

『
鉤
沈
』
編
纂
の
た
め

の
條

子
の
公
開
で
あ
る
。
こ
れ
ら
手
稿

の
影
印
出
版
に
よ
っ
て

『
鉤
沈
』
に
關
し
て
は
か
な
り
の
こ
と
が
到
明
す
る
は
ず
で
あ
る
。

 

『
鉤
沈
』

の
解
題
、
お
よ
び

『鉤
沈
』
引
書
考
は
紙
幅
を
考
え
て
稿
を
あ
ら
た
め
る
。 
 
 
 
 
 
 

一
九
九

二
年
七
月
十
日
。

校
例

(25)

 

一
、 

『古
小
説
鉤
沈
』
所
收

の
各
小
読

の

一
條
ご
と
に
通
し
番
号
を
附
け
て
檢
索
の
便
を
計

っ
た
。
ま
た

『鉤
沈
』
以
前
の
輯
本
、
た
と
え

 
ば

『
玉
函
山
房
輯
佚
書
』
 
『
説
郛
』
等
に
輯
め
ら
れ
た
當
該
小
諡
に
も
各
條
ご
と
に
排
列
順
に
通
し
番
号
を
附
け
た
。

二
、 
『
鉤
沈
』
の
雙
行
注
は
、
魯
迅
の
注
も
原
注
も
す
べ
て
注
番
号
を
附
け
た
う
え
で
、
校
記
に
編
入
し
、
本
文
は
原
文

の
み
と
し
た
。

三
、
校
記
の
中
で
、
○
印
以
下
は
す
べ
て
校
訂
者

の
注
記
で
あ
り
、
○
印
の
な
い
部
分
、
ま
た
○
印
以
上
の
文
は

『
鉤
沈
』
の
注
で
あ
る
。

 

『
鉤
沈
』
注
に
必
要
に
應
じ
て
補
足
す
る
ば
あ
い
は
、
補
足
部
分
に

〔

〕
を
附
け
て

『
鉤
沈
』
注
と
區
別
し
た
。

四
、 

『鉤
沈
』
が
依
據
し
た
書
物

の
名
は
、
も
と
原
則
と
し
て
全
體
を
覆
う
も
の
は
文
末
に
あ
り
、

一
部
を
引
く
も

の
は
交
中
の
當
該
箇
所

 
に
記
さ
れ
て
い
た
が
、
校
本
で
は

一
括
し
て
校
記
の
冐
頭
に
移
し
、
か
つ

一
部
を
引
く
書
に
つ
い
て
は
書
名
に
*
印
を
附
け
た
。
そ
し
て



 
そ

の
後
に
○
印
を
附
け
、
校
訂
者
が
調
べ
た
、
他
の
依
據
す
る
に
足
る
書
物
、
お
よ
び
後
代
の
收
録
書
の
名
を
列
擧

し
た
。

五
、
注
記
の
番
号
は
原
則
と
し
て
句
末
に
附
け
た
。

六
、
校
勘
は
異
體
字
に
は
及
ば
な
い
。

七
、
校
勘
に
用
い
た
各
種
版
本
は
、
別
に
列
擧
す
る
と
相
當

の
紙
幅
を
食
う
の
で
、
で
き
る
だ
け
校
記

の
中
で
示
す
よ
う
に
し
た
。

八
、
同
話
や
類
話
は
備
忘
の
た
め
に
附
記
し
た
ま
で
で
、
も
と
よ
り
博
捜
網
羅
し
た
も
の
で
は
な
い
。

九
、 
『
鉤
沈
』
原
文
の
後
に
、
新
收
の
佚
文
お
よ
び
疑
義
あ
る
佚
文
を
○
印
な
ら
び
に
通
し
番
号
を
附
け
て
加
え
、
注

記
を
施
し
た
。

古
小
説
鉤
沈
序

(26)

 

 
 
小
説
者
、

班
固
以
爲
出
於
稗
官
、
閭
里
小
知
者
之
所
及
、

亦
使
綴
而
不
忘
、

如
或

一
言
可
采
、
此
亦
芻
蕘
狂
夫
之
議
。
是
則
稗
官
職

志
、
將
同
古
采
詩
之
官
、
王
者
所
以
觀
風
俗
知
得
失
矣
。
顧
其
條
最
諸
子
、

到
列
十
家
、

復
以
爲
可
觀
者
九
、

而
小
論
不
與
。

所
録
十
五

家
、
今
又
散
失
。
惟
大
戴
禮
引
有
青
史
氏
之
記
、
莊
子
擧
宋
釖
之
言
、
孤
文
斷
句
、
更
不
能
推
見
其
冒
。
去
古
銑
遠
、
流
裔
彌
繁
、
然
論
者

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
二
)

尚
墨
守
故
言
、
此
其
持
萠
芽
以
度
柯
葉
乎
。
余
少
喜
披
覽
古
論
、
或
見
訛
撤
、
則
取
證
類
書
、
偶
會
逸
文
、
輒
亦
寫
出
。
雖
叢
殘
多
失
次
第
、

而
涯
略
故
在
大
共
。
貞
語
支
言
、
史
官
末
學
、
神
鬼
精
物
、
數
術
波
流
。
眞
人
幅
地
、
神
仙
之
中
駟
、
幽
験
冥
徴
、
釋

氏
之
下
乘
。
人
間
小

書
、
致
遠
恐
泥
、
而
洪
筆
晩
起
、
此
其
權
輿
。
况
乃
録
自
里
巷
、
爲
國
人
所
白
心
。

出
於
造
作
、

則
思
士
之
結
想
。

心
行
曼
衍
、

自
生
此

品
、
其
在
文
林
、
有
如
舜
華
、
足
以
麗
爾
文
明
、
點
綴
幽
獨
、
蓋
不
第
爲
廣
硯
聽
之
具
而
止
。
然
論
者
備
墨
守
故
言
。
惜
此
舊
籍
、
彌
盆
零

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(二
)

落
、
又
慮
後
此
間
暇
者
匙
、
爰
更
比
輯
、
並
校
定
昔
人
輯
本
、
合
得
如
干
種
、
名
日
古
小
詭
鈎
沈
。
歸
魂
故
書
、
印
以
自
求
諡
釋
、
而
爲
談



大
道
者
言
、
乃
日
、
稗
官
職
志
、
將
同
古
來
采
詩
之
官
、
王
者
所
以
觀
風
俗
知
得
失
矣
。

 
校

記
 
こ
の
序
文
は

一
九

一
二
年

二
月

『越
瓧
叢
刊
』
第

一
集
に
周
作
人
の
名
で
發
表
さ
れ
、

『
古
小
説
鉤
沈
』

成
書
の
時
期
を
推
定
す

 
る
有
力
な
證
據

の

一
で
あ
る
。

}
九
三
八
年
版
全
集

『
古
小
読
鉤
沈
』
に
は
收
録
さ
れ
ず
、

」
九
四
六
年
の

『
魯
懋
全
集
補
遺
』
に
は
じ

 

め
て
收
め
ら
れ
、

一
九
八

一
年
版
全
集
第
十
卷

『
古
籍
序
跋
集
』
に
再
録
。
い
ま
そ
れ
に
據
る
。
手
稿

】
頁
が
原
存

と
い
う
。

 

(
」
)
○
全
集
補
遺

「
訛
」
作

「
僞
」
。
(
二
)
○
全
集
補
遺

「
鈎
」
作

「
掬
」
、
題
目
亦
同
。
日
記

一
九

二

一年

一
〇
月

一
二
日
、
又

=

 
月

二
三
日
以
及
書
信
三
五
〇
三
三
〇
亦
作

「
拘
」
。

青
史
子
 
 
凡
三
條

 

 

 

 

 

 

 

(
一) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(二
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(三
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(四
)

1
 

古
者

胎
教

之

道

、

王

后

腹

之

七

月

而

就

宴

室

、

太

師

持

銅

而

御

戸

左

、

太

宰

持

斗

而

御

戸

右

、

太

卜

持

蓍

箍

而
御

堂

下

、
諸

官

皆

以

其

 

 

 

 

(五
) 
 
 
 
 
 
 
(六
》 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(七
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(八
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(九
)

職

御

於

門

内

。

比

及

三

月
者

、

王

后

所

求

聲

音

非

禮

樂

、
則

太
師

纒

瑟

而
稱

不

習

。
所

求

滋

味
者

非

正
味

、

則

太

宰

倚

斗

而

不

敢

煎

調

、

而

(
一
〇
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(
一
一
) 
 
 
 
 
 
 
 

(
=

一)

言

日

、

不

敢

以

待

王

太

子

。

太

子

生

而

泣

、
太

師

吹

銅

日

、

聲

中

某

律

。
太

宰

日

、

滋

味

上

某

。
太

卜

日

、

命

量
某

。
然

後

爲

王

太

子

懸

弧

之

禮

義

。

東

方

之

弧

以

梧

、
梧

者

、

東

方

之

草

、

春

木

也

、
其

牲

以
難

、

難

者

、

東

方

之

牲

也

。

南

方

之

弧

以

柳

、

柳

者

、

南

方

之

草

、

夏

木

也

、
其

牲

以

狗

、

狗
者

、

南

方

之

牲

也

。

中

央

之

弧
以

桑
、

桑
者

、

中

央

之

木

也

、
其

牲

以

牛

、

牛
者

、

中

央

之

牲

也

。

西

方

之

弧

以

棘

、

棘

者

、

西

方

之

草

也

、

秋

木

也

、

其

牲

以

羊

、

羊

者

、

西
方

之

牲

也
。

北

方

之

弧

以
棗

、
棗

者

、

北

方

之

草

、
冬

木

也

、

其

牲

以

麁

、
麁

者

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(
=
二
)

北

方

之

牲

也

。

五

弧

五

分

矢

、

東

方

射

東

方

、

南

方

射

南

方

、
中

央

射

中

央

、

西

方

射

西

方

、

北

方

射

北

方

、

皆

三

射

。

其

四
弧

具

其

餘

各

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(
[四
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
一五
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
一
六
) 
 
 
 
 
 
 
 
(
一七
)

二
分

矢

、

懸

諸

國

四
通

門

之

左

、

中

央

之

弧
亦

具

餘

二
分

矢

、
懸

諸
瓧

稷

門

之

左

。

然

後

卜

王

太

子

名

。

上

無

取

於

天

、

下

無

取

於

墜

、

中

(27)



 
 
 
 
 

(一八
) 
 
 
 
 
 
二
九
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(二
〇
)

無
取
於
名
山
通
谷
、
無
拂
於
郷
俗
。
是
故
君
子
名
難
知
而
易
諱
也
。
此
所
以
養
恩
之
道
也
。

 
校
記
 
大
戴
禮
記
三
保
傳
篇
。
賈
誼
新
書
十
胎
教
雜
事
。
○
と
も
に

「青
史
氏
之
記
日
」
と
し
て
引
く
。
明
楊
愼

『
丹
鉛
餘
録
』
五
、
又

 

『
丹
鉛
總
録
』
四
。
天
中
記
五

一
。
胡
應
麟

『小
室
山
房
筆
叢
』

二
九
引
。
そ
の
後

の
輯
佚
に

『
玉
函
山
房
輯
佚
書
』

の

『青
史
子
』

二

 
則
、

『佚
禮
扶
微
』

(
『南
菁
書
院
叢
書
」
)

二
の
二
則
が
あ
り
、
後
者
は

『賈
誼
新
書
』
よ
り

「
王
太
子
懸
弧
之
禮
義
」
か
ら

「
懸
諸
瓧

 
稷
門
之
左
」
ま
で
を
録
す
る
。

 

(
一
)
〔之
道
〕

二
字
依
新
書
引
補
。

(
二
)
新
書
引
作

「
王
后
有
身
之
七
月
而
就
簍
室
」
。

(
三
)
○

「
太
師
」
鉤
沈
本
作

「
太
史
」、
新

 
書
作

「
太
師
」
。
孔
廣
森
大
戴
禮
記
補
注
云
、
「
師
宋
本
譌
史
、
从
通
解
改
。」
汪
中
大
戴
禮
記
正
誤
亦
云
、
「案
大
師
盧
刻
作
太
史
、
戴
氏

 
文
集
日
、
當
作
太
師
、
注
同
。
戴
校
聚
珍
本
云
、
各
本
訛
作
史
、
今
鑠
通
解
訂
正
。
孔
本
亦
作
太
師
。

此
改
大
師
、

蓋
用
其
読
。」
盧
刻

 
即

雅
雨
堂
本
作

「
太
史
」
、
但
下
皆
作

「
太
師
」
。
鉤
沈
依
此

「
太
史
」
而
下
皆
改
爲

「
太
史
」、

誤
。
今
據
改
。

(
四
)
○

「
斗
」、
孔
注

 
云
、
「
升
、
盧
本
依
新
書
作
斗
、
古
字
早
早
相
似
、
新
書
寫
誤
耳
。
」

大
戴
禮
各
本
皆
作

「升
」
、

唯
雅
雨
堂
本
作

「
斗
」
耳
。
新
書
各
本

 
皆
作

「
斗
」
。
(
五
)
「
太
卜
」
己
下
依
新
書
引
補
。
(六
)
「
比
及
」
二
字
、
新
書
引
作

「
此
」
。
0
新
書
漢
魏
叢
書

本
、
百
子
全
書
本
倶
作

 

「
此
」
、
但
四
部
叢
刊
本
、
二
十
二
子
本
並
作

「
比
及
」
二
字
。

(
七
)
新
書
引
作

「撫
樂
」
。

(
八
)
新
書
引
無

「
者
」
。
○
百
子
全
書
本

 
亦
無
、
漢
魏
叢
書
本
空

一
格
、
但
四
部
叢
刊
本
、

二
十

二
子
本
倶
有
。
(九
)
新
書
引
有
巳
上
五
字
、
又

「
倚
」
作

「
荷
」。
 
(
一
〇
)
新

 
書
引
無

「
言
」
字
。
(
一
一
)
新
書
引
作

「
侍
」。
〇

二
十
二
子
本
盧
文
招
校
語
云
、
「
潭
本
侍
作
待
、
大
戴
禮
同
。
」
潭
本
即
宋
長
沙
刊
本

 
也
。

(
=

一)
○

「
泣
」
、
盧
文
招
校
語
云
、
「
建
本
作
立
、
亦
當
讀
爲
泣
。」
四
部
叢
刊
本
作

「
立
」。

(
=
二
)
0

「
射
中
央
」
、
二
十
二

 
子
本
作

「
高
射
」
、
盧
校
語
云
、
「
潭
本
別
本
倶
作
中
央
射
中
央
、
今
從
建
本
。」

建
本
即
宋
建
寧
府
刊
本
。

(
一
四
)
「
太
卜
日
」
至
此
、

 
已
上
依
新
書
引
補
。
○
胡
應
麟
少
室
山
房
筆
叢

二
九
引
青
史
子
云
、
「
青
史
子
云
、
古
禮
、
男
子
生
而
射
天
地
四
方
。
其
文
云
、
東
方
之
弧

(28)



以
梧
、
梧
者
東
方
之
草
、
春
木
也
。
南
方
之
弧
以
柳
、
柳
者
南
方
之
草
、
夏
木
也
。
中
央
之
弧
以
桑
、
桑
者
中
央
之

木
也
。
西
方
之
弧
以

棘

、
棘
者
西
方
之
草
、
秋
木
也
。
北
方
之
弧
以
棗
、
棗
者
北
方
之
草
、
冬
木
也
。」
(
一
五
)
大
戴
禮
記
引
作

「
然
後
卜
名
」
。
(
一
六
)
〔無
〕

新
書
引
作

「
毋
」
、
下
放
此
。
○
新
書
四
部
叢
刊
本
無

「
於
」。
(
一
七
)
〔墜
〕
新
書
引
作

「
地
」。
0
盧
校
語
云
、
「
建
、
潭
本
作
土
、
今

從
別
本
、
與
大
戴
同
。」
四
部
叢
刊
本
亦
作
土
。
(
一
八
)
○
新
書
盧
校
語
云
、
「
別
本
句
首
有
中
字
、
與
大
戴
同
。」

四
部
叢
刊
本
無

「
中

字
。
(
一
九
)
〔拂
〕
新
書
引
作

「
悖
」
。
(
二
〇
)
〔思
〕
新
書
引
作

「
息
」
。
新
書
引
有

「
也
」
字
。
O
盧
校
語
日
、
「
建

・
潭
本
無
名
字
、

而
字
、
此
所
以
字
。
別
本
皆
有
、
與
大
戴
同
。
又
思
字
、
建

・
潭
本
作
隱
、
別
本
作
息
。」

四
部
叢
刊
本
與
建

・
潭
本
同
。

玉
函
依
新
書

引
有

「
正
之
者
禮
王
太
子
無
羞
臣
領
臣
之
子
也
故
謂
之
領
臣
之
子
也
身
朝
王
者
妻
朝
后
之
子
也
是
謂
臣
之
子
也
此
正
禮
胎
教
也
」
、

盧
校

語

云
、
「
此
段
文
訛
誤
、
難
磽
。」
案
蓋
此
是
新
書
之
文
也
。

(29)

 

2
 

古
者
年
八
歳
而
出
就
外
舍
、
學
小
藝
焉
、
履
小
節
焉
。
東
髮
而
就
大
學
、
學
大
藝
焉
、
履
大
節
焉
。
居
則
習
禮
文
、
行
則
鴨
珮
玉
、
升

車
則
聞
和
鸞
之
聲
、
是
以
非
僻
之
心
無
自
入
也
。
在
衡
爲
鸞
、
在
軾
爲
和
。
馬
動
而
鸞
鳴
、
鸞
鳴
而
和
應
。
聲
日
和
、
和
則
敬
、
此
御
之
節

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(一)

也
。
上
車
以
和
鸞
爲
篩
、
下
車
以
珮
玉
爲
度
、
上
有
雙
衡
、
下
有
雙
環
、
衝
牙
砒
珠
以
納
其
聞
、
踞
璃
以
雜
之
、
行
以
采
茨
、
趨
以
肆
夏
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(二
)

歩
環
中
規
、
折
還
中
矩
、
進
則
揖
之
、
退
則
揚
之
、
然
后
玉
鏘
鳴
也
。
古
之
爲
路
車
也
、
蓋
圓
以
象
天
、

二
十
八
撩
以
象
列
星
、
軫
方
以
象

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 コじ

地
、

三
十
輻
以
象
月
。
故
仰
則
観
天
文
、
俯
則
察
地
理
、
前
硯
則
睹
鸞
和
之
聲
、
側
聽
則
觀
四
時
之
運
、
此
巾
車
教
之

道
也
。

 
校
記
 
大
戴
禮
記
三
保
傅
篇
。
○
玉
函
。

 

『
新
書
』
六
容
經
云
、
古
者
年
九
歳
入
就
小
學
、
碾
小
節
焉
、
業
小
道
焉
。
束
髪
就
大
學
、
碾
大
節
焉
、
業
大
道
焉
。
是
以
邪
放
非
辟
無

 
因
入
之
焉
。

/
古
者
聖
王
居
有
法
則
、

動
有
文
章
。

位
執
戒
輔
、

鳴
玉
以
行
。

嶋
玉
者
齲
玉
也
。

上
有
雙
垳
、

下
有
雙
瑛
、

衝
牙
嬪



 
珠
、
以
納
其
間
、
珊
璃
以
襍
之
。
行
以
采
薺
、
趨
以
肆
夏
、
歩
中
規
、
折
中
矩
。
登
車
則
馬
行
而
鸞
鳴
、
鸞
鳴
而
和
應
、
聲
日
和
、
和
則

 
敬

。」
二
十
二
子
抱
經
堂
校
定
本
。

 

(
一
)
0
舊
注

「
砒
亦
作
嬪
」
。
(
二
)
○
舊
注

「
揖

一
作
厭
」
。
(
三
)
0
盧
辨
注
云
、
「
自
青
史
氏
已
下
太
子
之
事
也
」。

3
 
鷄
者
、
東
方
之
牲
也
。
歳
終
更
始
、
辨
秩
東
作
、
萬
物
觸
戸
而
出
、
故
以
難
祀
祭
也
。

 
校

記
 
風
俗
通
義
八
。

○

「
青
史
子
書
詭
」
と
し
て
引
く
。

佚
禮
扶
微
二
。

王
仁
俊
玉
函
山
房
輯
佚
書
續
編
又
引
佚
禮
扶
微
。

王
應
麟

 
が

『漢
志
考
證
』
等
で

『風
俗
通
義
』
引
と
指
摘
し
た
も
の
で
あ
る
。

 
 

 
 
 
裴
子
語
林
 
 
鉤
沈

一
七
五
條
、
新
附
七
條
、
凡

一
八
二
條

 
 

 
 
 

(一) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(二
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
(三
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(四
)

1
 
樓
護
字
君
卿
、
歴
游
五
侯
之
門
。
毎
旦
五
侯
家
各
遺
餉
之
。
君
卿
口
厭
滋
味
、
乃
試
合
五
侯
所
餉
之
鯖
而
食
甚
美
。
世
所
謂
五
侯
鯖
、

 
 

  
 

君
卿
所
致
。

 
校
記
 
廣
記
二
百
三
十
四
。
書
鈔

一
百
四
十
五
。
○
天
中
記
四
六

(庫
本
。
以
下
同
)
。
淵
鑑
類
函

(原
刊
本
。
以
下
淵
鑑
と
略
稱
す
る
)

 
三
八
九
鯖
。
玉
函
山
房
輯
佚
書

(以
下
玉
函
と
略
稱
す
る
)
塀
。
周
楞
伽
輯
注
裴
啓
語
林
2

(
一
九
八
八
年

・
文
化
藝
術
出
版
社
本
。
以

 
下

周
氏
と
略
稱
す
る
)。
同
話
は

『世
説
』
(今
本

『
世
諡
』
不
録
)
『西
京
雜
記
』
が
あ
り
、
と
も
に

『廣
記
」

(特
に
注
記
し
な
い
限
り

 
中
華
書
局
排
印
本
)
二
三
四
に
引
く
。

(30)



 

(
一
)

○

書
鈔

(
孔

氏

校

注

重

刊

景

印
本

)

「
婁

」
作

「
櫻

」
、

據

『
漢

書

』

遊

侠

傳

當

作

「
樓

」
。

(
二
)

0

書

鈔

無

「
家

各

」

二
字

。

 

(
三

)

○

書

鈔

無

「
口
厭

滋
味

」

四
字

。

(
四
)

0
書

鈔

無

「
試

」

字
、

又
無

「
甚

」

字

。

(
五
)

書

鈔

引

作

「
君

卿

之

爲

也

」
。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(
一
) 
 
 
 
 
 
 
 
 

(二
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(三
)

2
 

胡
廣

本

姓

黄

、

五
月

生

、
父

母

置
諸

甕

中

、

投

之

於

江

。

胡

翁

見

甕

流

下

、

聞
有

小

具

啼
聲

、

往

取

、

因

以

爲

子

。

途

登

三
司

。

廣

後

不

治

本

親

服

、

世

以

爲

譏

。

 

校

記

 
御

覽

三
百

八

十

八

。
御

覽

四
百

八

十

八

。
○

玉

函

鵬

。
周
氏

4

。
同

話

は
鉤

沈

『
小

設

』

57

。

ま

た

『
御

覽

』

三

一
、

三

六

一

『
世

 

諡

』

(
今

本

『
世

説

』

不

録

)
。

類

話

は

『
御

覽

』

三

一

『
孝

子

傳

』

紀
邁

、
『
宋

書

』

王

鎭

、
『
史

記

』

田

文

、

三

六

一
に

『
西

京

雜

記

』

 

王

鳳

、
 

『
宋

略

』

王

鎭

惡

、
『
異

苑

』

田
文

が

あ

り
、

王
鳳

、

王
鎭

悪

、

田

文

の
話

は

『
歳

時

廣

記

』

ニ

ニ
に

も

引

か

れ

る

。

 

(
一
)

〇

三

八

八
無

「
胡

翁

見

甕

」

四
字

。

(
二
)

○

鮑

本

三

八

八

「
聞

」

上

有

「
胡

」

字

。

(
三

)

〇

四
八

八
引

至

此

爲

止

。

 

 

 

 

 

(
一
) 
 
 
 
 
 
 

(二
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(三
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〔四
)

3
 

張

衡

之

初

死

、

蔡

畿

母

胎

孕

、

此

二
人

才

貌

相

類

、

時

人

云
、

當

是

衡

之

後

身

。

 

校

記

 
御

覽

三
百

六
十

、

又

三
百

九

十

六

。

亠ハ
帖

二
十

一
。

○

白

氏

事
類

集

(
文

物

出

版

社

景

宋

本
)

七

。

天

中

記

三
九

。

淵

鑑

(
原

刊

 

本

)

二
六

一
形

貌

、

又

三

二

一
。

玉

函

99
。

周

氏

5
。

同

話

は
鉤

沈

『
小

誂

』

68

。

 

(
】
)

〇

六

帖

、

三

九

六

倶
無

「
之

初

」

二
字

。

(
二
)

〇

六
帖

「
胎

孕

」

二
字

作

「
始

孕

」
、

三

九

六

作

「
始

懷

孕

」

三
字

、

中

華

書

局

 

本

三

六
〇

無

「
胎

」

字

、

鉤

沈

據

鮑

本

。

「
始

」

字
當

補

。

(
三
)

〇

六

帖

無

「
此
」
字

。

六
帖

、

三
九

六

「
人

」

作

「
子
」
。
三

九

六

「
相

」

 

上

有

「
甚

」

字
。

六

帖

「
類

」

作

「
似

」
。

(
四
)

〇

六

帖

「
衡

之

」

作

「
張

衡

」
。

(31)



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(
一) 
 
 
 
 

(二
) 
 
 
 
 
 
 
 

(三
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(四
)

4
 

陳

元

方
遭

父

喪

、
形

體

骨

立

、

其

母

哀
之

、
以

錦

被

蒙

其

上
。

郭

林

宗

往

弔

、

見

錦

被

而

責

之

。

賓

客

繦

百

許

日
。

 
校

記

 

御

覽

五
百

六
十

一
、

又

八
百

十

五
。

事

類

賦

注

十

。

0
天

中

記

四
九

。

淵

鑑

一
八

二
。

玉

函

郡
。

周

氏

6
。

同

話

は

『
世

説

』

 
規

箴

篇

(
余

嘉

錫

『
世
読

新

語

箋

疏

」
。

数

字

は

同

書

検

索

番

号

、

以

下

同

。
)

3
。

類

話

は
次

條

5
。

 

(
一
)

O

事

類

賦

注

(中

華

書

局

景
宋

本
)
、

御

覽

八

一
五
皆

無

「
形

體

」

二
字

。

(
二
)

0

鉤

沈

「
母

」

上

脱

「
其

」

字

。

御

覽

、

事

類

 

賦
注

倶

有

、

因
今

補

。

コ
畏
L

字

、

事

類

賦

注

、

御
覽

八

}
五
作

「
愍

」
。

(
三
)

○
御

覽

五

六

一
無

「
被
」

字
。

(
四
)

○

事

類

賦

注

、

御

 
覽

八

一
五
倶

無

「
錦
被

」

二
字
。

5
 

傅

信

字

子

思

、

遭

父

喪

、

哀
慟

骨

立

、

母

憐
之

、
竊

以

錦

被
蒙

其

上

。

林

宗

往

弔

之

、

見

被

、

謂

之

日

、
『
卿

海

内

之

儁

、

四
方

是
則

。

如

何
當

喪

、

錦

被
蒙

上

。
』

郭

奮

衣

而
去

。

自

後

賓

客

繦

百

許

日
。

 
校

記

 

御
覽

七

百

七

。

0
天

中

記

四

八
。

淵

鑑

三

七

八
被

。

玉
函

群
。

周

氏

7
。

類

話

は
前

條

4

。

 

 

 

 

(
ご
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 (二
) 
 
 
 
 
 
 
(三
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(四
)

6
 

傅

信

忿

母

、

母

羸

病

恆

驚

悸

、
傅

信

乃

取

難
鳧

滅

毛

、

施

於

承

塵
上

、
行

落

地

、

母

輙

恐

怖

。

 
校

記

 

書
鈔

一
百

三

十

二
。

御
覽

七
百

一
、
又

九

百

十

九

。

○

天

中

記

四
九

。

玉

函

62
。

周

氏

8

。
『
玉

函

』

は
出
處

を

「
北

堂
書

鈔

卷

一

 

百

三
十

二
、

太
夲

御
覽

卷

七

百

}
又
卷

九
百

五
十

一

〔
ま

た

九
百

五

と
も

〕
」

と

す

る

が

、

「
九
百

五
十

一
」

は

「
九
百

十

九

」

で
な

け

 

れ

ば

な

ら

ず

、 

『
鉤

沈

』

が

も

と

同
様

に

「
九
百

五
十

一
」

と
す

る

の

は

、
『
玉

函
』

を
襲

っ
た

こ
と

の

一
證

と

な

る
。

 

(
一
)

ご
字

御
覽

一
引

作

「
貧

」
。
○

「
忿

母

」
、
御

覽

九

一
九

作

「
貧

」
。
鉤

沈

「
二
」

本

作

=

」
、

一
九

七

三
年

版

全

集

已

訂
爲

コ

こ

。

 

(
二
)

○

御
覽

皆

無

「
傅

」

字
、

又

「
鳧

」

作

「
鴨

」
。

御
覽

七

〇

一

「
滅

」
作

「
去

」
。

(
三
)

○

御

覽

九

一
九

「
施

」

作

「
放
」
、

七
〇

(32)



一

「
施

於

」

作

「
置

」
。

(
四
)

○

御

覽

九

一
九

「
輙

」
作

「
轉

」
、

鮑

本

無

「
母

」

字

。

 

 

 

 

 

 

 

(
一) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(二
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(三
) 
 
 
 
 
 
 
 
(四
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(五
)

7

 

鄭

玄
在

馬

融

門

下

、

三

年

不

得

見

、

令

高

足

弟

子

傳

授

而

已

。

融

嘗

算

渾

天

不

合

、

召

鄭

玄

令

一
算

、

便

決

、
衆

咸

駭

服

。

及

玄
業

成

 
(六
) 
 
 
 
 
 
(七
) 
 
 
 
 
 
 
 
 

(八
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(九
) 
 
 
 

(
一
〇
) 
 
 
 
(
一
一
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
一
二
)

辭

歸

、

融

心

忌
焉

。

玄

亦
疑

有

追

者

、

乃
坐

橋

下

、

在

水

上

據

屐

。
融

果

轉

戒

、
欲

敕

追

之
、

告

左

右

日

、

『
玄
在

土

下

水

上

據

木

、

此

必

死

 

 

 

(=
二)

矣

。
』

途

能

追

。

竟

以
免

。

 

校

記

 
御

覽

六

百

九

十

八

。

*

御

覽

三
百

九

十

三
。

*

御

覽

七
百

五
十

。

○

記

纂

淵

海

(
中

華

書

局

景
宋

本

)

七

八

。

天

中

記

四
八

。

淵

 

鑑

三

七

五
屐

。

玉

函

蜘

。

玉

函

誤

っ
て

「
御

覽

七
十

五
」

と
す

る

の
を
鉤

沈

訂

さ
ず

襲

う
。

周

氏

9

。

同

話

は

『
世

論

』

文

學

篇

1

。

 

(
一
)

○

御
覽

七

五

〇
無

「
在

」

字

。

(
二
)

○

御

覽

三

九

三
無

以

上

三
句

。

(
三
)

〇

三
九

三

「
融

」
上

有

「
馬
」
、

無

「
嘗

」
。

中

華
書

 

局
本

七

五

〇

「
嘗

算

」

作

「
算

嘗

」
、

又
腕

「
不

」

字

、

皆

誤

也

。

(
四
)

〇

七

五
〇

無

「
鄭

」

字

、
コ

算

」

作

「
算

一
轉

」
、

三

九

三

作

 

「
算

一
算
」
。

(
五
)

〇

三
九

三
無

此

一
句

四

字
。

七

五

〇

引

至

此

爲

止

。

(
六

)

〇

六

九

八
無

コ

ニ
年

」

以

下

至

「
及

玄

」
。

(
七

)

〇

六

 

九

八

「
焉

」

作

「
之
」
。

(
八

)

〇

六

九

八

「
玄

」

上

有

「
鄭

」
、

又
無

「
者

」
。

(
九
)

〇

六

九

八

無

「
在

水

上

」

三
字

。

(
一
〇

)

〇

六

九

 

八

「
戒

」

作

「
式
」
。

(
一

一
)

〇

六
九

八
無

「
欲

敕

」

二
字
。

(
=

一
)

〇

六

九

八

「
土

」
、

中

華

書

局

本

作

「
上

」
、

鮑

本

作

「
橋

」

皆

 

誤

、

「
上
」

下

有

「
而

」

字

。

(
二

二
)

〇

六

九

八
句

末

、

中

華

書

局

本
有

「
矣

」

宇

。

三

九

三

引

自

「
馬

融

算

渾

天

不

合

」

至

此

爲

止

。

(33)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(
一
)

8
 

孔

嵩

字

仲

山

、
南

陽

人

也

、

少
與

潁

川

荀
或

未

冠

時

共

遊

太

學

。
或

後

爲
荊

州

刺

史

、

而
嵩

家

貧

、

與

新

野

里

客

傭

爲

卒

。

或

時

出

、

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(二
) 
 
 
 
 
 
 
 
(三
)

見

嵩

、

下

駕

、

執

手

日

、
『
昔
與

子

揺

扇

倶

遊

太

學

、

今

子
爲

卒

、

吾

亦

痛

哉

』

或

命

代

嵩

、

嵩

以

傭

夫

不
去

。

其
歳

寒

心

若

此

。

嵩

後

三

 

(四
) 
 
 
 

(五
) 
 
 
 
 
〔六
)

府

累

請

、

辭

不
赴

。
後

漢

時

人
。



校
記
 
類
林
雜
説
五
。
案
首
尾
皆
王
朋
壽
語
。
○
永
樂
大
典

一
二
〇

一
七
云
唐
語
林
。 
「
唐
」
衍
字
。

(
一
)
○
大
典
此
句
引
作

「
少
未
冠
、

與
潁
川
荀
或
共
遊
太
學
」。

(
二
)
○
大
典

「
昔
」
作

「
共
」
。

大
典

「請
」
作

「
辟
」。
(五
)
○
大
典
無

「
辭
」
。
(六
)
○
大
典

「
後
漢
」
作

「
後
漢
末
」
。

周

氏

10
。

(
三
)

○

大

典

無

「
爲
」
。

(
四
)
○

9
 

魏
郡
太
守
陳
異
嘗
詣
郡
民
尹
方
、
方
被
頭
以
水
洗
盤
、
抱
小
兒
出
、
更
無
鯨
言
。
異
日
、
『
被
頭
者
、
欲
吾
治
民
如

理
髮
。
洗
盤
者
、
欲

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(一)

使
吾
清
如
水
。
抱
小
兒
者
、
欲
使
吾
愛
民
如
赤
子
也
。』

 
校
記
 
御
覽
三
百
六
十
四
。
○
淵
鑑
二
五
九
頭
。
玉
函
嫻
。
周
氏
11
。

 

(
一
)
○
鉤
沈

「
欲
」
下
脱

「
使
」
字
、
今
補
。
玉
函
亦
睨
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の

 
 
 
 
 

二
)
 

三
)
 

 

(三
)
 

 

(四
v
 

 

(五
)
 

(亠ハv
 

 

 

 

 

(七
)
 

 

(八
)
 

ω

10
 
孫
策
年
十
四
、
在
壽
陽
詣
袁
術
、
始
至
、
俄
而
外
通
、
『
劉
豫
州
備
來
。』
孫
便
求
去
、

袁
日
、
『
劉
豫
州
何
關
君
。』
荅
日
、
『
不
爾
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(九
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
〇
)

英
雄
忌
入
。』
即
出
、
下
東
階
、
而
劉
備
從
西
階
上
。
但
得
轉
顧
覗
孫
、
足
行
殆
不
復
前
矣
。

 
校

記
 
御
覽
三
百
八
十
五
。
廣
記

一
百
七
十
四
。
續
談
助

(
十
萬
卷
樓
叢
書
本
、
粤
雅
堂
叢
書
本
)
四
。
0
鉤
沈

『
小
論
』
鵬
。
天
中
記

 
五
八
。
玉
函
㎜
。
周
氏
12
。

 

(
一
)
O
廣
記

「
孫
」
上
有

「
呉
」
。
(
二
)
〔
在
壽
陽
〕
三
字
廣
記
引
有
。
○
續
談
助
引
亦
有
。
(
三
)
二
字
魔
記
引
有
。
○
續
談
助
亦
同
。

 

(
四
)
○
廣
記
無

「
外
通
」
二
字
。
續
談
助
此
句
四
字
作

「
而
」

一
字
。
(五
)
○
御
覽
無

「
備
」
字
。
廣
記

「
來
」
作

「
到
」。
續
談
助
亦

 
無

「
備
」
、
「
來
」
作

「
到
」
。

(
六
)
○
廣
記
、
績
談
助
倶
無

「
孫
」
字
。

(
七
)
御
覽
引
作

「
何
若
」
。
○
續
談
助
無

「
劉
」
。

(
八
)

二

 
字
廣
記
引
有
。
○
續
談
助
無
。
(九
)
○
鉤
沈
本
作

「
東
」
、
各
本
皆
作

「
西
」
、
七
三
年
版
全
集
已
訂
之
。
(
一
〇
)
廣
記
引
作

「
但
轉
顧



 

硯

孫

之

行

歩

」
。
0

鉤

沈

注

在

行

字

下

。

玉

函

亦

同
。

績

談

助

引

作

「
但

飄

顧

覗

之

行

」
。

廣

記

、

續

談

助

皆

無

「
矣

」
。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(
ご

11
 

管

寧

嘗

與

華

子
魚

少

相

親

友

。

共

園

中

鈕

菓

、

見

地

有

片

金

、

揮

鐇

如

故

、

與

瓦

石

無

異

。

華

提

而

擲

去

。

 

校

記

 

初

學

記

十

七
。

〇

五
朝

小
詭

1

(
上

海

文

藝

出

版

社

)

。

玉

函

89
。

周

氏

13

。

同

話

は

『
世

論

』

徳

行

篇

11
前

半

。
 

『
廣

記

』

ご

 

三

五
管

寧

、

引

き

て

『
世

詭

』

に
出

つ

と

云

い
、

又

た

『
殷

芸

小

説

』

に
出

つ

と

云
う

。

鉤

沈

『
小

説

』

未

だ

こ

れ
を

收

め

な

い
。

 

(
一
)

○

中

華

書

局
本

「
錨

」

作

「
鈿
」
、

玉

函

亦

同

。
蘊

石
齋

本

亦
作

「
銀

」
。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(
一) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〔二
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(三
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
(四
) 
 
 
 
 
 
 
(五
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(六
)

12
 

諸

葛

武

侯

與

宣

王

在

渭

濱

、

將

戰

、

宣

王
戎

服
莅

事

、

使

人

觀

武

侯

、
乘

素

輿

、
著

葛

巾

、

持

白

羽

蒻

、

指

麾

三

軍

、

衆

軍

皆

隨

其

進

 

 

 

 

 

 

(七
) 
 
 
 
 
 
 
 
(八
)

止

。

宣

王

聞

而

歎

日

、
『
可

謂

名

士

矣

』

 

校

記

 

書

鈔

一
百

四
十

。

類

聚

六

十

七

。

御
覽

三

百

七

、

又

七

百

七

十

四

。

*

書
鈔

一
百

十

八

、

又

一
百

三

十

四
。

御
覽

七

百

二
。

*

初

 

學

記

二
十

五
。

六
帖

十

四
。

事

類

賦

注

十

四

。

○

白

氏
事

類

集

四
。

草

堂

詩

箋

(
古

逸

叢

書

本

)
二
四

、

又

三

四
。

事

文

類

聚

(
中

文

出

版

 

社

景

明

本

)

續

集

二
八
。

天

中

記

二
五
、

又

四
九

。

五

朝

小

説

10

。

淵

鑑

二

=

一
攻
戰

、

又

三

七

三

巾

、

又

三

七

九

扇

、

又

三

八

七

輿

。

 

玉
函

49
。

周
氏

14
。

同
話

は

『
殷

芸

小

論

』

(

『
類

説

』

引

。
鉤

沈

失

收

)

に
見

え

る
。

 

初

學

記

二
五

云

、
諸

葛

武

侯

持

白
羽

扇

、

指
麾

三

軍

。

 

『
白

帖
」
、

「
六
帖

』

(
新

興

書

局

景

明

本

)
、
『
草

堂

詩

箋
」
、

「
事

文

類

聚

』

は
基

本

的

に

『
初

學

記

』

と
同

じ

。

「
事

類

賦

注
』

は

「
武

侯

 

」

下

に

「
與

晉

宣

帝

戰

於

渭

濱

乘

素

輿

著

葛

巾

」

を

引

く

。
校

勘

に
は

以

上

の
諸

本

を

取

ら

な

い
。

 

(
一
)

○

「
諸

葛

」

二
字

、
書

鈔

一

一
八

、
御

覽

七

七

四
無

。
「
宣

王

」

上

御

覽

三
〇

七

有

「
司

馬

」

二
字

。

類

聚

「
王

」

作

「
皇

」
、

下

(35)



 
倣
此
。
(
二
)
○
書
鈔

=
二
四
無

「
宣
王
」
以
下
至

「
觀
」
九
字
、
御
覽
七
〇
二
亦
同
。

書
鈔

=

八
、

一
四
〇
、

御
覽
三
〇
七
、
七
七

 
四
皆

「
觀
」
作

「
視
」
。
(三
)
0
書
鈔

=

八

「
乘
」
作

「
秉
」
、
誤
。
又
無

「
著
葛
巾
」
三
字
。

類
聚
同
。

書
鈔

二
二
四
、

一
四
〇
、

 
御
覽
七
〇
二
倶
無

「
著
」
字
。
御
覽
三
〇
七
、
二
句
六
字
作

「
素
輿
葛
巾
」
四
字
、
御
覽
七
七
四
作

「乘
輿
葛
巾
」
四
字
。
鉤
沈
據
事
類
賦

 
注
補

「著
」
字
。
(
四
)
○
類
聚
此
句
四
字
作

「
毛
勗
」
二
字
。
御
覽
七
〇
二
無

「
持
」
、
七
七
四
鮑
本
作

「
將
」
。
三
〇
七
作

「
白
毛
扇
」
。

 

(五
)
已
上
亦
見
初
學
記
、
六
帖
、
事
類
賦
注
。
(
六
)
0
書
鈔

}
四
〇
、
類
聚
、
御
覽
三
〇
七
、
七
七
四
倶
無

「
衆
軍
-」
。
御
覽
七
〇
二

 
作

「
三
軍
」
。
書
鈔

=

八

「
衆
軍
皆
」
作

「
並
」
。
書
鈔

=
二
四
、
又

一
一
八
、

御
覽
七
〇
二
皆
引
至
此
止
。

(七
)
○
御
覽
七
七
四
中

 
華
書
局
本

「
王
」
作

「
皇
」
。
(八
)
○

「
矣
」
字
據
類
聚
補
、
他
本
無
。

13
 
蜀
人
伊
籍
稱
呉
土
地
人
物
云
、
『其
山
霏
巍
以
嵯
峨
、
其
水
押
渫
而
揚
波
、
其
人
磊
呵
而
英
多
。』

 
校
記
 
世
読
言
語
篇
、
王
武
子
孫
子
荊
各
言
其
土
地
人
物
之
美
云
云
。
注
云
、
案
三
秦
記
語
林
載
蜀
人
伊
籍
稱
呉
土
地
人
物
、
與
此
語
同
。

 
今
据
以
改
寫
。
○
玉
函
1
。
周
氏
15
。
玉
函
案
語
云
、
「
劉
義
慶
世
説
新
語
言
語
篇
、
王
武
子
孫
子
荊
各
言
其
土
地
人
物
之
美
、
孫
云
云
。

 
劉
峻
注
、
按
三
秦
記
語
林
載
蜀
人
伊
籍
稱
呉
土
地
人
物
、
與
此
語
同
。
據
補
。」

14
 
孫
休
好
射
雉
、
至
其
時
、
則
晨
往
夕
還
。
耄
臣
莫
不
上
諌
日
、
『
此
小
物
、
何
足
甚
耽
。』
荅
日
、
『
雖
爲
小
物
、

耿
介
過
人
、

朕
之
所

以
好
也
。』

 
校

記
 
廣
記
四
百
六
十

一
。
○
天
中
記
五
八
。
玉
函
齠
。
周
氏
16
。
同
話
は

『
世
設
』
規
箴
篇
4
。

15
 

豫
章
太
守
顧
劭
、
是
丞
相
雍
之
子
、
在
郡
卒
。
時
雍
方
盛
集
僚
屬
圍
碁
、
外
信
至
而
無
兒
書
。
雖
紳
意
不
變
、
而
心
了
有
故
。
賓
客
既

(36)



散
、
方
數
日
、
『
已
無
延
州
之
遺
累
、
寧
有
喪
明
之
責
邪
。』
於
是
豁
情
散
哀
、
顏
色
自
若
。

 
校
記
 
御
覽
七
百
五
十
三
。
0
玉
函
燈
。
周
氏
17
。
同
話
は

『
世
説
』
雅
量
篇
1
。

 

(
一
)
○
中
華
書
局
本

「
了
」
作

「
料
」
。

16
 
魏
武
云
、
『
我
眠
中
不
可
妄
近
、
近
輒
斫
人
不
覺
、
左
右
宜
愼
之
。』
後
乃
陽
凍
眠
、
所
幸
小
兒
竊
以
被
覆
之
、
因
便
斫
殺
。
自
爾
莫
敢

近
之
。

 
校
記
 
御
覽
七
百
七
。
○
天
中
記
四
八
。
玉
函
燭
。
周
氏
18
。
同
話
は

『
世
説
』
帳
譎
篇
4
。

ま
た
鉤
沈
一
『小
詭
』

14
 
(廣
記

一
九
〇

 
引
)
、
『
記
纂
淵
海
』
五
八
。

(37)

 

17
 

魏

武
將

見

匈

奴

使

、

自

以

形

陋

、

不

足

雄

遠

國

、

使

崔

季

珪

代

當

坐

、

乃
自

捉

刀

立
牀

頭
。

坐

既

畢

、

令

人

問

日

、
『
魏

王
何

如

。
』

使

荅

日

、

『
魏

王
信

自

雅

望
非

常

、

然

牀

頭

捉

刀

人

、

此

乃
英

雄

也

。
』
魏

王

聞

之

、

馳

遐

殺

此

使

。

 

校

記

 
御

覽

七

百

七

十

九

、
又

四
百

四
十

四
。
○

鉤

沈

『
小

説

』

15

(
廣

記

一
六

九

)
。
玉

函

m

。
周
氏

19
。

同
話

は

『
世
詭

』
容

止

篇

1

。

 

(
一
)

〇

四

四

四
無

「
當

坐

」

二
字

。

(
二
)

〇

七

七

九

無

「
乃

」

字

、

「
立

」

字

。

(
三
)

〇

四

四

四

「
令

人

」

作

「
使

僕
」
。

七

七

九
無

 

「
間

」
。

(
四
)

〇

七

七
九

中

華

書

局

本

「
自

」

作

「
日
」
、

誤

。

鮑

本

作

「
是
」
。

(
五
)

〇

四

四

四
無

「
也

」

字

。

(
六
)

〇

七

七
九

中

華

 

書

局

本

無

「
之

」

字

。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(
}) 
 
 
 
 
 
 
 
(二
) 
 
 
 
 
 
(三
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
(四
V 
 
 
 
 
 
 
 
 
(五
) 
 
 
 
 
(六
)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(七
)

18
 

楊

脩

字

徳

祀

、
魏

初

弘

農

華

陰

人

也

、爲

曹

操

主

簿

。
曹

公

至
江

南

、
讀

曹

娥

碑

文

背

上

別

有

八
字

、
其

辭

云
、
「
黄

絹

幼

婦

。
外

孫

蒜

日

。」



 

 

 

 

 

 

 

 

 

(八
) 
 
 
 
 
 
 
 
(九
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(一
〇
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
一
一)

曹

公

見

之

不

解

、

而

謂

徳

組

、
『
卿

知
之

不

。
』

徳

祀

日

、

『
知

之

。
』

曹

公

日

、
『
卿

且
勿

言

、

待

我

思

之

。
』

行

卅

里

、
曹

公

始

得

、
令

祀

先

 

 

(
一
二
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(
=
二)

詭

。

姐

日

、

『
黄

絹

色

絲

、

「
繦

」

字

也

。

幼

婦

少

女

、
「
妙

」

字
也

。

外

孫

女

子

、
「
好

」

字

也
。

蒜

臼

受

辛

、

「
弊

」

字

也
。

謂

「
繦

妙

好

糧

曹
公
竃

・
「實
如
砺
鵡
・』
昼
挑
葎
智
無
智
隔
施
塾

此
之
謂
也
・

 
校
記
 
蜩
玉
集
十
二
。
學
林
七
。
案
學
林
云
出
魏
志
注
、
今
未
見
之
。
*
草
堂
詩
箋
三
十

一
。
*
類
林
雜
諡
四
。
○
古
文
苑

一
九
邯
鄲
淳

 
曹
娥
碑
注
。
記
纂
淵
海

一
二
。
玉
函
山
房
輯
佚
書
補
編

(
引
珊
玉
集
)
。
周
氏
21
。
同
話
は

『世
説
』
捷
悟
篇
3
。
李
瀚

『蒙
求
注
』
(文

 
化
十

一
年
勵
風
館
刊
本

『舊
注
蒙
求
」
)
卷
上
。
敦
煌
文
書
S

=
三
二
。
類
話
に
鉤
沈

『小
説
』
75
、
『
異
苑
』
十
巻
本

一
〇
。

 

『
古
文
苑
』

一
九
邯
鄲
淳
曹
娥
碑
注
云
、

 
語
林
。
楊
脩
至
江
南
、
讀
曹
娥
碑
、
碑
背
有
八
字
、
日
黄
絹
幼
婦
外
孫
齏
臼
。
曹
操
不
解
、
問
脩
日
、
卿
知
否
。
脩
日
、
知
之
。
操
日
、
且

 
勿
言
、
待
孤
思
之
。
行
三
十
里
、
乃
得
之
。
令
脩
解
。
脩
日
、
黄
絹
色
絲
、
色
絲
繦
字
、
幼
婦
少
女
、
少
女
妙
字
、
外
孫
女
子
、
女
子
好

 
字
、
齏
臼
受
辛
、
受
辛
辮
字
。
操
日
、

一
如
孤
意
。
四
部
叢
刊
本
。

 

『記
纂
淵
海
』

=

一云
、

 
楊
脩
爲
丞
相
曹
操
主
簿
。
至
江
南
、
讀
曹
娥
碑
、
上
有
八
字
。
問
脩
、
脩
日
知
之
。

操
日
、
待
験
思
之
。

行
三
十
里
、

乃
得
之
。

令
脩

 
解
。
脩
日
、
黄
絹
色
絲
、
紹
宇
。
幼
婦
少
女
、
妙
字
。
外
孫
女
子
、
好
字
。
齏
臼
受
辛
、
辮
字
。
操
日
、

「
如
験
意
。
俗
云
有
智
無
智
校

 
三
十
里
。
裴
啓
語
林
。」
中
華
書
局
景
宋
本
。

 

『類
林
雜
論
』
四
云
、

 
楊
修
字
徳
祀
、
爲
魏
主
曹
操
主
簿
。
與
魏
主
倶
至
汝
南
。
讀
曹
娥
碑
、
碑
背
有
八
字
、
云
、
黄
絹
幼
婦
外
孫
齏
臼
。
魏
主
讀
之
、
不
解
其

 
義
。
乃
問
脩
日
、
解
否
。
脩
日
、
臣
略
少
解
。
上
日
、
卿
若
解
、
且
勿
言
、
待
股
思
之
。
行
三
十
里
、
魏
主
始
得
、

乃
問
。
脩
日
、
臣
得

(38)



久
矣
。
黄
絹
色
絲
、
色
絲
繦
字
、
幼
婦
少
女
、
少
女
妙
字
、
外
孫
女
子
、
女
子
好
字
、
齏
臼
受
辛
、
受
辛
辮
字
。
魏
主
大
笑
、
卿
意
如
股

意
。
有
智
無
智
校
三
十
里
。
事
出
語
林
。」
嘉
業
黨
叢
書
本
。

(
一
)
學
林
引
無
已
上
十

一
字
。
○
草
堂
詩
箋
亦
同
。
(
二
)
○
學
林

「
爲
」
下
有

「
魏
主
」
二
字
。
(
三
)
○
學
林

、
詩
箋
倶
無

「曹
公
」

二
字
。
(
四
)
○
學
林

「
文
」
作

「
碑
」
、
接
下
而
讀
。
古
文
苑
、
詩
箋
皆
同
。
(
五
)
○
詩
箋
、
學
林
倶
無

「
上
別
」
二
字
。
詩
箋

「
背
」

作

「
陰
」
。
(
六
)
○
學
林
三
字
作

「
詞
日
」
二
字
、
古
文
苑
、
詩
箋
都
作

「
日
」

一
字
。
(七
)
〔
蒜
臼
〕
學
林
引
作

「
茜
臼
」
、
下
放
此
。

草
堂
詩
箋
三
十

一
節
引
、
「
蒜
」
亦
作

「
蘢
」
。
○
詩
箋
、
「
偶
題
詩
」
。
以
下
至

「
待
我
思
之
」
爲
止
、
作

「
操
不
能
解
脩
知
之
」
。
(
八
)

○
學
林
此

二
句
作

「
操
不
解
問
脩
日
」
六
字
、
「
曹
公
」
作

「操
」
、
「徳
祀
」
作

「脩
」
、
下
皆
倣
此
。
(九
)
○
學
林

「
之
不
」
作

「
否
」
。

(
一
〇
)
○
學
林
無

「卿
」
、
「
我
」
作

「
朕
」
。
(
=

)
○
學
林
四
字
作

「
乃
得
之
」
、
詩
箋
作

「
乃
悟
」
。
(
一
二
)
○
學
林
、
詩
箋
六
字

作

「
令
脩
解
日
」
。
(
=
二
)
詩
箋
、
「
色
絲
」
下
重
有

「
色
絲
」
二
字
、
無

「
也
」
字
。
下
三
解
語
法
並
同
。
○
學
林
、

古
文
苑
、

類
林

雜

論
皆
同
。
(
一
四
)
Q
學
林
、
古
文
苑
、
類
林
雜
説
並
無
五
字
。
(
一
五
)
○
詩
箋
無
此
句
四
字
。
學
林
只
作

「
操
日
」
。
(
一
六
)
○
學

林
此
句
作

「
一
如
朕
意
」
、
詩
箋
作

「
操
意
與
合
」
、
古
文
苑
作

コ

如
孤
意
L
。

(
一
七
)
O
詩
箋

「
俗
」
作

「
語
」
。

(
一
八
)
學
林
引
作

「
校
」
、
詩
箋
亦
作

「
校
」
。
類
林
雜
論
四
引
與
詩
箋
同
。
O
本
在

「
隔
」
字
下
。

(39)

 

19
 
董
昭
爲
魏
武
帝
重
臣
、
後
失
勢
。
文
明
世
、
入
爲
衞
尉
、
昭
乃
厚
加
意
於
侏
儒
。
正
朝
大
會
、
侏
儒
作
董
衞
尉
啼

、
面
言
昔
太
組
時
事
、

擧
坐

大
笑
、
明
帝
悵
然
不
怡
、
月
中
以
爲
司
徒
。

 
校
記
 
御
覽
四
百
八
十
八
。
又
三
百
九
十

一
。
○
續
談
助
四
、
鉤
沈

『
小
詭
』
92
。
淵
鑑
二
六
七
笑
。
玉
函
m
。

周
氏
22
。

 

(
一
)
御
覽
三
百
九
十

一
引
作

「
董
昭
失
勢
久
爲
衞
尉
」
。
○
續
談
助

「
入
」
作

「
下
」
。
(
二
)
○
玉
函
、

鉤
沈
倶
脱

「
昭
」
字
、

各
本



 

並

有

、

今

補

。

(
三

)

○

御
覽

三

九

一
言

作

「
叙
」
、

無

「
昔

」

字

。

(
四
)

○

御

覽

四

八

八
無

「
以
」

字

、

績

談

助

「
以
」

作

「
遷

」
。

 

 

 

 

 

(
一
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(二
) 
 
 
 

(三
) 
 
 
 
(四
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(五
) 
 
 
 
 
 
(六
) 
 
 
(七
) 
 
 
 
 
 
(八
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
(九
)

20
 

何

晏

字

李

叔

、

以
主

壻

拜

駒

馬
都

尉

。

美

姿

儀

、

面
絹

白

、
魏

文

帝

疑

其

著

粉

。

後

正
夏

月

、

喚

來

、

與

熱

湯

餅

。

既

啖

、

大

汗

出

、

 

 

 

 

(
一
〇
) 
 
 
 
 

(一
一) 
 
 
 
 
(
【
二
)

隨

以
朱

衣

自

拭

、

色

轉

鮫

潔

、

帝

始

信
之

。

 

校

記

 
初

學

記

十

九

、

又

二
十

六

。

書

鈔

一
百

二
十

八

、
又

一
百

三

十

五
。

御

覽

二
十

一
、
又

一
百

五
十

四

、
又

三

百

六

十

五

、
又

三
百

七

 

十

九

、

又

三

百

八
十

七

、

又

八
百

六
十

。

事

類

賦

注

四
。

鉤

沈
注

云
、

類

林

雜

諡

九

引

作

、

何

晏

字

李

叔

、

皃

甚

潔

白

、

美

姿

容

。

明

帝

 

見

之

、

謂

其

著

粉

。

因

命

晏

賜

之

湯

餅

。

汗

出

流

面

、

以
巾

拭
之

、
轉

見

皎

然

。

帝

方

信

。

○

敦

煌

文

書

P

二
六

三

五
。

書

鈔

一
四

四
節

 

引

。

御

覽

六

九

〇

。

事

物

紀

原

(
中

華

書

局

本

)

九

節

引

。

五
朝

小

詭

5
。

淵

鑑

二
五

九

面

、

三

七

一
朱

衣

、

三

八

一
粉

、

三

八
九

餅

。

 

玉

函

57

。

周

氏

23

。

同

話

は

『
世

説

』

容

止

篇

2
、

但

し
魏

明

帝

と
す

る
。

敦

煌

文

書

P

二

五

二

四
、

又

S

七

八
。

ま

た

『
凋

玉

集

』

一

 

四

『
魏

志

』

引

、
李

瀚

『
蒙

求

注

』

中

。

 

P

二
六

三

五

引

語

林

云

、

何

晏

字

李

叔

、

爲

人

白

哲

姿

容

。

魏

明

帝

見

之

、

謂

其

著

粉

直

、

命

晏

賜

之

熱

餅

。

晏

食

餅

、

汗

出

流

面

、

以

 

巾

拭

之

、

轉

白

皎

然

。

帝

方

始

信

。

 

(
圃
)

○

初

學

記

、
書

鈔

、
御

覽

 
=

、
三
七

九

、
六

九

〇

、

八
六

〇

、
事

類

賦

注

倶

作

「
何

李

叔

」

三

字

。

御

覽

三

八
七

無

「
字

李

叔

」

 

三

字

。

(
二
)

已

上
依

御
覽

一
百

五
十

四
引

。

(
三

)

○

御

覽

六

九

〇

、

又

八

六

〇

倶

無

「
美

姿

儀

」

三

字

。

書

鈔

一
二
八

、

御

覽

除

三

七

 

九

以

外

皆

「
儀

」

作

「
容

」
。

(
四
)

○

御

覽

一
五

四
、

三

六

五

、
通
行

本

事

類

賦

注

無

此

一
句

。

初

學

記

一
九

、
御

覽

一
=

、
三
七

九

、
宋

 

本

事

類

賦

注

「
面

」

作

「
而
」
。

宋

本

事

類

賦

注

「
繦

白

」

作

「
繦
黎

白
」
。

(
五

)
O

唯

御

覽

三

八
七

「
魏

文

帝

」

作

「
明

帝
」
、

一
五

四

、

 

三

六

五

作

「
帝

」
。

他

皆

作

「
魏

文

帝

」
。

御

覽

一
五

四

「
疑

」

上
有

「
毎

」

字

、
「
疑

」

下

無

「
其

」

字

。

御

覽

一
=

、

宋

本

事

類

賦

注

(40)



亦
無

「
其
」
字
。
書
鈔
、
御
覽

一
五
四
、
三
六
五
、
三
八
七
、
事
類
賦
注
皆

「
著
」
作

「
傅
」
、
御
覽
 
=

作

「
傅
以
」
二
字
。
(
六
)
○

初
學
記

一
九
、
書
鈔

一
二
八
、
御
覽

二

一
、
六
九
〇
倶
無

「
後
正
」
二
字
。
書
鈔

=
二
五
、
御
覽

一
五
四
無

「
正
」
字
、
御
覽
八
六
〇
無

「
後
」
字
。
書
鈔

一
三
五
、
御
覽
六
九
〇

「
夏
月
」
作

「
夏
日
」
、
事
類
賦
注
作

「
夏
」

一
字
。
御
覽
三
六
五
、
三
八
七
並
無
此
句
。
(七
)

○
初
學
記

一
九
、
書
鈔
、

御
覽

二

一
、

一
五
四
、

三
六
五
、

三
七
九
、

三
八
七
、

事
類
賦
注
倶
無

「
喚
來
」

二
字
。

御
覽
六
九
〇
作

「
喚
」、
無

「
來
」
字
。
(
八
)
書
鈔
引
作

「
以
麪
瞰

〔
一
三
五
作
食
〕
之
」
。
御
覽

〔
一
五
四
〕
引
作

「
賜
以
湯
餅
」
。
○
御
覽
二

一
、
三

七
九
引
與
鉤
沈
同
。
八
六
〇
無

「
既
啖
」

二
字
。
六
九
〇
作

「
與
熱
餅
既
瞰
」
、
三
六
五
作

「
賜
湯
餅
令
晏
食
之
」
。

三
八
七
作

「
賜
之
湯

餅
晏
食
之
」。
初
學
記

二
六
作

「
與
熟
餅
瞰
之
」
。
事
類
賦
注

「
啖
」
作

「
食
」
、
清
本

「
與
」
作

「
賜
」。
(九
)
○
初

學
記
二
六
、
御
覽
三
六

五
、
三
八
七
無

「
大
」
字
。

御
覽
三
六
五
、

三
八
七

「
出
」
下
皆
有

「
流
面
」
ご
字
。
P
二
六
三
五
亦
有
。
(
一
〇
)
○
御
覽

一
五
四
無

「
隨
」
、
「
拭
」
下
有

「
之
」

字
。

書
鈔

「
自
拭
」

作

「
拭
面
」
。

御
覽
三
六
五
此
旬
六
字
作

「
拭
之
」
、

三
八
七
作

「
以
巾
拭
之
」
。

(
一
一
)
○
書
鈔

「
色
」
上
有

「
而
顏
」

二
字
、
句
末
有

「
也
」
字
、

一
三
五
無

「轉
」
字
。
御
覽
三
六
五
此
句
四
字
作

「
轉
白
」
二
字
、

一
五
四
作

「尤
皎
然
」。
「
潔
」
、
唯
初
學
記
二
六
作

「
潔
」
、
他
皆
作

「
然
」
。
初
學
記

一
九
、
書
鈔
、

御
覽

一二

、

一
五
四
、

三
六
五
、

三
八
七
、
八
六
〇
、
事
類
賦
注
皆
引
至
此
爲
止
。
(
一
二
)
○
唯
初
學
記
二
六
、

御
覽
六
九
〇
有
末

一
句
、

而
御
覽

「
帝
」
上
有

「
時
」

字
。
P
二
六
三
五
亦
有

「
帝
方
始
信
」

一
句
。

(41)

 

21
 
辛
恭
靜
見
司
馬
太
傅
、
問
卿
何
處
人
。
苔
日
、
『
西
人
。』

太
傅
應
聲
戲
之
日
、
『在
西
頗
見
西
王
母
不
。』
恭
靜
苔
日
、
『
在
西
乃
不
見

西
王
母
、
過
東
己
見
東
王
公
。』
太
傅
大
愧
。

 
校
記
 
類
聚
二
十
五
。
0
淵
鑑

二
九
九
嘲
戲
。
天
中
記
二
六
。
玉
函
75
。
周
氏
鵬
。
周
氏

『
語
林
』
は

「
辛
恭
靜
」
を

「辛
恭
靖
」
の
訛



 
誤

と

し
、

「
司

馬

太
傅

」

を

「
司

馬

道

子
」

に
比

定

、

東

晉

の
事

と
し

て
鉤

沈

珊
桓

野

王

の
後

に
移

す

。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(「
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(二
)

22
 

夏

侯

太

初

從

魏

帝

拜

陵

、
陪

列

松

柏

下

、
時

暴

雨
霹

靂

、
正

中
所

立
之

樹

、
冠

冕

焦

壊

、

左
右

覩

之

皆

伏

、

太

初
顔

色

不

改

。

景

王

欲

誅

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ニ  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

夏
侯

玄

、

意

未

決

、

間

問

安

王

孚

云

、
『
己

才

足

以

制

之

否

。
』

孚

云
、

『
昔

趙

儼

葬

兒

、
汝

來

、
牛

坐

迎

之
。

泰

初
後

至

、

一
坐

悉

起
。

以

此

方
之

、

恐
汝

不
如

。
』

乃
殺

之

。

 
校

記

 
*

世

論

雅
量

篇

〔
3
〕

注

。

*

續

談

助

四
。

○

鉤

沈

『
小

説

』

96

。

玉

函

6

。

但

し

『
世

論

』

注

を

引

く

の
み

。

此

の
條

、

『
世

 
説

』

注

と

『
續

談

助

』

を

つ
な

ぎ

合

せ

た

も

の
。
『
類

説

』

四
九

。

周

氏

24

・
25

。

 

(
一
)

○

世

読

無

「
夏

侯

」

二
字

、

鉤

沈

以
意

補

之

。

(
二
)
世

読
注

引

至
此

。

(
三

)
○

「
否
」

鉤

沈
本

作

「
不
」
、

今

據

續

談

助

訂

之

。

 

(
四
)

十
萬

卷

樓

叢

書

本

續

談

助

「
泰

」
作

「
太

」
。

鉤

沈

據
粤

雅

堂
叢

書

本

引

。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(
ご

23
 

王
經

少

處

貧

苦

、

仕

至

二
千

石

、
其

母

語

之

、

『
汝

本
寒

家

兒

、
仕

至

二
千

石

、

可
止

也

。』

經

不

能

止

。
後

爲
徇

書

助
魏

、

不
忠

於
晉

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(;

被

收
。

流

涕

辭

母

日

、
『
恨

昔

不

從

敕

、

以

致

今

日
。
』

母

無

戚

容

、

謂

日

、
『
汝

爲

子
則

孝

、

爲

臣
則

忠

、
有

何
負

哉
』

 
校

記

 

御
覽

四
百

四
十

一
。

○

玉

函

耶
。

周

氏

26
。

同

話

に

『
世

説

』

賢

媛

篇

10

。

 

(
一
)

○

「
之

」
、

鉤

沈

本

作

コ
云
L
、

玉

函

亦
作

「
云
」
。

今
據

中
華

書

局
本

、
鮑

本

改

。

(
二
)

○

中

華

書

局

本

「
何

」

作

「
可
」
。

 

 

 

 

 

(
ご
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(二
) 
 
 
 
 
 
(三
) 
 
 
 
(四
) 
 
 
 
 
 
 
 

(五
) 
 
 
 
 
 

(六
) 
 
 
 
 
 
(七
)

24
 

劉
靈

字

伯

倫
、

飮

酒

一
石

、

至
醒

復

飮

五
斗

。

其

妻

責

之

、

靈

日

、
『
卿

可
致

酒

五
斗

、

吾
當

斷

之

。
』

妻

如

其

言

。
靈

呪

日

、
『
天

生

劉

 

 

 

 

 

 

 

 

 
(八
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(九
)

靈

以

酒
爲

名

、

一
飮

"
石

、

五

斗

解

醒

、

婦

人

之

言

、
愼

莫

可
聽

。
』

 24川



 
校
記
 
類
聚
七
十
二
。
類
林
雜
読

〔
七
〕。
○
淵
鑑
三
九

二
酒
。
玉
函
87
。
周
氏
29
。
同
話

に
『
世
説
」
任
誕
篇
3
。
敦
煌
文
書
P
二
五
二

 
四
宴
樂
篇
、
又
P
三
六
三
六
酒
事
篇
。
『蒙
求
注
』
中
劉
伶
解
醒

(『世
諡
』

に
據
る
か
)
。

又

『晉
書
』
劉
伶
傳
、
『珊
玉
集
』

一
四
引

 

『
晉
抄
」
。

 
P
三
六
三
六
酒
事
篇
云
、

 
劉
靈
好
飮
酒
、

一
飮

一
石
。
官
至
散
騎
常
侍
、
有
奇
才
、
天
子
重
之
。
其
妻
責
日
、
君
今
官
高
祿
重
、
而
昏
迷
於
糟
麩
、
何
以
立
身
。
靈

 
謂
妻
日
、
卿
可
置
美
酒
五
斗
、
并
及
甘
鮓
脯
、
來
辰
於
竈
君
之
前
、
與
卿
設
盟
斷
酒
。
妻
喜
之
無
盡
、
當
帥
排
比
。

及
至
來
朝
、
劉
靈
親

 
至
竈
前
、
乃
爲
呪
日
、
天
生
劉
靈
、
與
酒
爲
名
、

一
飮

一
斛
、
五
斗
解
醒
、
婦
人
之
語
、

不
足
可
聽
。

言
訖
擧
觴
、

頓
飮
五
斗
、

渾
然

 
下
闕
。

 

(
一
)
類
林

〔靈
〕
作

「
伶
」
、
下
同
。
類
林

〔倫
〕
下
有

「
沛
國
人
也
」
四
字
。

(
二
)
類
林

〔
至
〕
下
有

「
醉

」
字
。

(
三
)
類
林
無

 

〔
五
斗
其
〕
此
三
字
。

(
四
)
類
林

〔
日
上
〕
有

「
謂
妻
」
二
字
。

(
五
)
類
林
此
下
有

「
并
脯
羞
之
類
」
。

(
六
)
類
林
此

〔當
〕
下
有

 

「
呪
而
」
二
字
。
(七
)
此
四
字
、
類
林
作

「
妻
信
之
途
設
酒
肉
致
於
夫
前
」
。

(
八
)
○
類
林

「
石
」
作

「
傾
」。

(
九
)
類
林

〔莫
〕
作

 

「
不
」
。
類
林
末
有

「
於
是
復
飮
頽
然
而
醉
」
八
字
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(一) 
 
 
 
 
 
(二
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(三
V 
 
 
 
 
 
 
(四
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(五
)

25
 

樒
中
散
夜
燈
火
下
彈
琴
、
忽
有

一
人
面
甚
小
、
斯
須
轉
大
、
途
長
丈
蝕
、
黒
單
衣
阜
帶
。
械
覗
之
既
熟
、

吹
火
滅
、
日
、
『
吾
恥
與
魑

 
 

  
 

魅
爭
光
。』

 
校
記
 
類
聚
四
十
四
。
御
覽
五
百
七
十
七
、
又
八
百
七
十
六
。
六
帖
十
四
。
書
鈔

一
百
九
。
○
白
氏
事
類
集
四
。
事
文
類
聚
續
集

一
八
。
淵

 
鑑

一
八
八
琴
、
又
三
六
〇
燈
。
玉
函
56
。
周
氏
30
。
同
話
は

『
靈
鬼
志
」

(鉤
沈
7
)
、 
『
幽
明
録
』
(明
鈔
誂
郛
卷
三
、
類
詮

=

。
鉤
沈

(43)



 

校

記

 

水

經

注

十

六

。
御

覽

七

十

三

。
〇

五
色

線

(
津

逮

秘

書

本

)

上

。

天

中

記

一
〇

。

玉
函

40
。

淵

鑑

三

五

堰
壊

。

 

(
一
)
 

〔
日
輒

〕

二
字

御

覽

引

有

。 

〔
一
壷
〕

二
字

御
覽

引

有

。

(
二
)

○

御

覽

無

「
欲

」

字

。

(
三

)

0

御

覽

句

末

有

「
也

」

字

。

 

 

 

 

 

 

 

(
一
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(二
)

29
 

胡

母

彦

國

至
湘

州

、
坐

廳

事

斷

官

事

。

爾

時

三

伏

中

傍

搖

蒻

覗

事

。

其

兒

子

先

從

容

顧

謂

日

、

『
彦

國

復

何

爲

自

貽

伊

戚

。
』

 

校

記

 

御

覽

七
百

二
。

○

天
中

記

四
九

。

淵

鑑

三

七

九

勗

。

玉
函

鸚
。

周

氏

35
。

 

(
一
)

O

「
湘

脹

鉤

沈

本

據

鮑

本

作

「
相

」
、

今
據

中
華

書

局

本

改

爲

「
湘
」
。

(
一
一
)

○

「
伏

」
、
鉤

沈

本

據

鮑

本

作

「
秋

」
、

今

據

中
華

 

書

局

本

改

作

「
伏

」
。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(
「) 
 
 
 
 
(二
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(三
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(四
) 
 
 
 
 
 
 
 

(五
)

30
 

鄲

艾

口
吃

、

常

云

艾

艾

。

宣

王

日

、
『
爲

云

艾

艾

、

終

是

幾

艾

。
』
苔

日

、
『
譬

如

鳳

兮

鳳

兮

、

故

作

一
鳳

耳

。
』

 
校

記

 

御

覽

四

百

六

十

四

。
○

廣

記

ご

四

五

。
注

云

、
御

覽

四

六

四

引
作

出
語

林

、
又

四

六

六
引

作
出

世
諡

、
文

同

。

宣

王

を

晉

文

王

と
す

 

る
等

廣
記

は
世

諡

に
近

い
。

玉
函

m
。

周

氏

20
。

同
話

は

『
世

説

』

言
語

篇

17
、

御

覽

四

六

六

。

明
鈔

『
設

郛

』

六

八

『
釋

常

談

』

引

。

 

(
一
)

0

慶

記

「
常

云
」

作

「
語

稱

」
。

(
二
)

0

廣

記

=
旦
王

」

作

「
晉

文

王
戲

之

」

五
字

。

(
三

)

○

匿

記

此

二
句

八

字

作

「
艾

艾

爲

 

是
幾

艾

」

六
字

。

(
四
)

○

廣

記

無

「
譬

如

」

二
字

。

(
五
)

○

廣

記

「
作

」

作

「
是
」
。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(
一
)

31

 
鍾

士

季

常

向

人

道

、

『
吾
少

年

時

一
紙

書

、

人

云

是

阮

歩

兵

書

、

皆
字

字

生
義

、

既

知

是

吾

、

不

復

道

也

。』

 
校

記

 
續

談

助

四

。

0

鉤

沈

『
小

説

』

99
。

天

中

記

三

七

。

周

氏

28

。

 

(
一
)

〇

十
萬

卷
樓

叢

書

本

無

「
皆

」

字

。

(45)



 

 

 

 

 

〔こ
 
 
 
 
 
 
(二
) 
 
 
 
 
 
 
 
(三
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(四
) 
 
 
(五
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(亠ハ) 
(七
)

32
 

滿

奮
字

武

秋

、

體

羸

惡

風

、

侍

坐

晉

武

帝

、

屡

顧

看

雲

母

幌

、

武

帝

笑

之

。

或

云
、

『
北

窗

琉

璃
屏

風
、

實

密

似
疏

。
』

奮

有

難

色

、

苔

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(八
) 
 
 

(九
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
一〇
)

日

、

『
臣
如

呉

牛

、

見

月
則

喘

。
』

或

云
、

是
呉

質

侍

魏

明

帝

坐

。

 

校

記

 

御

覽

七

百

一
。

*

類

聚

六

十

九

。

*

書

鈔

一
百

三

十

二
。

○

天

中

記

四

九

。

淵

鑑

三

七

六
屏

風

。

玉

函

60

。

周

氏

36

。

同

話

は

鉤

 

沈

『
郭

子

』

22

、

『
世

設

』

言
語

篇

20

。

 

(
一
)

○

類

聚

此

句

五

字

作

「
滿

城

武

秋

」
、
有

訛

奪

。

(
二
)

○

御

覽

無

「
體

」

字

。

(
三
)

○

御

覽

無

「
晉

」

字

。

(
四

)

○

御

覽

無

此

 

四

字

。

(
五
)

○

類

聚

「
或

」
作

「
武

」
。

(
六

)

已

上

依

類

聚

六

十

九

引

。

又

書

鈔

一
百

三

十

二
引

云

、
「
晉

武

帝

有

琉

璃

屏

風
」
。

○

「
奮

」

 

字

、

御

覽

無

之

、

類

聚

作

「
帝

」
。
鉤

沈

以

意
改

爲

「
奮

」
。

(
七
)

○

御
覽

有

「
武

帝

笑
之

」

四
字

、

鉤

沈

硼

之

。
(
八
)
0

鉤

沈

本

「
如

」

 

作

「
爲
」
、
「
則

」

作

「
而

」
。

玉

函

亦

引

作

「
爲

」
、
「
而
」
。

今

據

御
覽

訂
之

。

(
九

)

○

鈎

沈

本

「
云
」

作

「
日
」
、

玉

函
亦

同
、

今

據

 

御

覽

改

。

(
一
〇

)

○

「
呉

」

御

覽

作

「
胡

」
、

玉

函

亦

作

「
胡
」
、

鉤

沈

以
意

改

爲

「
呉
」
。

胡

質

、

呉

質

都

是

魏

人

、

但

呉

質

有

置

酒

召

 

優

使

説

肥

痩

之

説

(
見

『
魏

志

』

王

粲

傳

注

引

呉

質

別

傳

)
、

并

且

呉

是
魏

朝

重

臣
、

因

而
譌

訛

而

生

此
或

説

歟

。

鉤

沈

亦
或

據

此

改

爲

 

「
呉

」

歟

。

(46)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔一
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(二
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(三
)

33
 

孟

業

爲

幽

州

、

其

人

甚

肥

、

或

以

爲

千

斤

。

武

帝

欲

稱

之

、

難

其

大

臣

、

乃
作

一
大

秤

挂

壁

。

業

入

見

、

武

帝

日

、

『
験

欲

試

自

稱

、

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(四
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(五
)

 
有

幾

斤

。
』

業
荅

日

、
『
陛

下

正
是

欲

稱

臣
耳

、

無

煩

復

勞

聖

躬

。
』
於

是
稱

業

、
果

得

千
斤

。

 
校

記

 

御

覽

八

百

三

十

、

又

三

百

七

十

八

。

○

天

中

記

二

一
。

玉

函

鵬

。

周

氏

37

。

同

話

は

『
躙

玉

集

』

(
古

逸

叢

書

本

)

所

引

『
王
隱

 
晉

書

」
、

同

じ

く

そ

れ

を
引

く

『
類

林

雜

説

』

一
〇

。



 

(
一
)

〇

三

七

八
中

華

書

局
本

「
欲

」

作

「
爲

」
。

八

三

〇

「
稱

」

作

「
秤

」
、

下

倣

此

。

(
ご
)

〇

八

三
〇

無

「
武

」
字

。

(
三
)

〇

三

七

 

八
無

「
試

」

字

。

(
四

)

〇

三

七

八
無

「
正

是

」

二
字

。

(
五

)

〇

八

三

〇

「
是

」

下

有

「
途

」

字

。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

二
)

34
 

諸

葛

覩

字

仲

思
、

在

呉

、
於

朝

堂

大
會

、

孫

皓

問

日

、

『
卿

字

仲

思

、

爲

欲

何

思

之

。
』

日

、

『
在

家

思

孝

、

事

君

思

忠

、

朋

友

思

信

。

如

斯

而

已

。
』

 

校

記

 
御

覽

四
百

六

十

四

。

○

玉

函

鵬

。

周

氏

34

。

同

話

は

『
世

諡

』

言

語

篇

21

。

 

(
一
)

0

「
爲

」
字

玉

函

腕
之

。

35

 

陳

壽

將

爲

國

志

、
謂

丁

梁

州

日

、

『
若

可
覓

千

斛

米

見
借

、
當

爲

尊

公
爲

佳
傳

。
』

丁

不

與

米

、

途

以

無

傳

。

 

校

記

 

類

聚

七

十

二
。
O

天

中

記

二
九

、

文

末

云

、
「
時

論

以
此

少

論

。
梁

州
、

敬

禮

子

也
」
。

淵

鑑

三
九

五
米

。

玉

函

86

。
周

氏

39
。

36
 

校

記

○

こ

の
條

は
次

條

と

同

話

。

鉤

沈

は

先

に
通

行

本

『
事

類

賦

注

』

よ

り

こ

の
條

を

採

録

、

の

ち
ま

た

『
文

房

四
譜

』

よ

り
節

略

の

少

な

い
文

を
收

録

し
後

附

(
37
)
し

た

が

、

い
ま

だ

整

理

に
及

ば

な

い
ま

ま

に
な

っ
た

も

の
と

思

わ

れ

る

。

合

し

て

一
條

と
す

べ

き

で
あ

る
。

い

ま
刪

っ
て

37

に
併

合

す

る

。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ご

37
 

晉

蔡

洪

赴
洛

、
洛

中

人

問

日

、

『
呉

中

舊

姓

何

如

。
』

答

日

、

『
呉

府

君
聖

朝

盛

佐

、

明
時

之

俊

乂
。

朱

永

長

理

物

之

宏

徳

、

清

選

之

高

 

 

 

 

 

 

 

 

(二
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(三
)

望

。

嚴

仲

弼

九
皐

之

鳴

鶴
、

空

谷

之

白

駒

。

顧

彦

先

八
音

之

琴

瑟

、

五
色

之

龍

章

。

張

威

伯

歳

寒

之

茂

松

、

幽

夜

之

逸

光

。

陸

士

龍

鴻

鵠

(47)



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(四
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(五
) 
 
(六
)

之

徘

徊

、
懸

鼓
之

待
槌

。

此
諸

君

以

洪

筆

爲

鋤

耒

、

以

紙
札

爲

良

田

、

以

玄

默

爲

稼
穡

、

以
禮

義

爲

豐

年

。
』

 

校

記

 

蘇
易

簡

文

房

四
譜

一
。

事
類

賦

注

十

五

云

、

蔡

洪

赴
洛

、
洛

中

人

間
之

、

日

『
人

皆

以
洪

筆

爲

鋤

耒

、

以
紙

札

爲

良

田

、

以

玄
默

 

爲

稼
穡

、

以
禮

義

爲

豐

年

。
』

(
鉤

沈

36

)
.

 

○
宋

本

事

類

賦

注

十

五

、

文

房

四

譜

と
略

同

、

以

て
底

本

と

す

る

。

淵

鑑

二
〇

四

筆

。

玉

函

54

、
注

云
、

北

堂

書
鈔

卷

一
百

四

陳

禹

謨
補

 

注

。

玉

函

引

く

所

は

こ

の
條

に
略

同

。

周

氏

37
。

同

話

は

『
世

説

』

賞

譽

篇

20

。

又
敦

煌
文

書

P

二
五

二
四

古
類

書

人

才

篇

。
類

話

に

 

『
文

士
傳

」

(
御

覽

四

六
〇

引

)
、
「
世

諡

』

言
語

篇

22

、
「
晉

書

』

華

譚

傳

。

 

(
一
)

0
文

房

四
譜

學
海

類

編

本
蛻

「
洛

」

字

。

(
二
)

0

文

房

四
譜

「
鳴

鶴
」

作

「
鴻

鵠

」
。

玉

函

引

作

「
鳴

鶴
」
。

(
三

)
0

玉

函

「
幽

」

 

作

「
迷

」
。

(
四

)

O

玉

函

「
玄

」

作

「
言

」
。

文

房

四
譜

「
默

」

作

「
墨

」
。

(
五
)

○

文

房

四
譜

「
禮

義

」

作

「
義

禮

」
、

學

海

類

編

本

作

 

「
義

理
」
。

(
六

)

〔
文

房

四
譜

注

云
〕
、
「
出

劉

氏

小
諡

、

又

出
語

林

」
。

 

 

 

 

 

 
(
一
V 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(二
) 
 
 
 
 

(三
)

38
 

裴

秀

母

是

婢

、

秀

年

十

八

、

有

令

望

、

而

嫡

母

妬

、
獪

令

秀

母

親

役

。

後

大

集

客

、

秀

母

下
食

。

衆

賓

見

、

並

起

拜

之

。

苔

日

、

『
微

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

賤

豈

宜

如

此

。

當

爲

小

見

故

耳

。
』

於

是
父

母

乃

不

敢

復
役

之

。

 

校

記

 
類

聚

三

十

五

。

御

覽

五

百

。

○

記

纂

淵

海

一
〇

ご
。

天

中
記

一
九

。

淵

鑑

二
五

八
奴

婢

。

玉

函

78

。

周

氏

43

。

同
話

に

『
類

林

雜

 

詭

」

一
三

Q

 

(
一
)

○

御

覽

「
母

是

婢

し

三

字

在

「
令

望

」

下

。

(
二
)

類

聚

引

作

「
獪

令

秀

母

親

下

食

與

衆

賓
」
、
今

據

御

覽

。

○
記

纂

淵

海

與

類

聚

 

同
。

(
三

)

○
類

聚

、

淵

海

倶

無

「
衆

」
字

。

(
四

)

〔
父

母

〕

御

覽

引

作

「
大

母

」
。

○
淵

海

作

「
嫡

母

」
。

御

覽

「
役

」

作

「
使

」
。

(48)



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
(
一) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(二
) 
 
 
 
 
 
(三
) 
 
 
 
 
 
 
(四
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(五
)

39
 

夏

少

明

在

東

國

不

知

名

、

聞

裴

逸

民

知

人

、

乃
裹

糧

寄

載

、

入
洛

從

之

。
未

至

家

少

許

、

見

一
人

著

黄

皮

袴

褶

、

乘

馬

將

獵

。

少

明

問

 

 

 

 

 

 

(六
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(七
) 
 
 
 
 

(八
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(九
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
一〇
)

日

、
『
逸

民

家

若

遠

。
』

荅

日

、
『
君

何

以

問

。
』

少

明

日

、

『
聞
其

名

知

人

、
從

會

稽

來

投

。』

裴

日

、
『
身

是
逸

民

、

君

明

可

更

來

。
』

明

往

、

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(
}
一) 
 
 
 
 
 
 
(
一
二
) 
 
 
 
 
 
 

(
=
二
)

逸

民

果

知

之

、

又

嘉

其

志

局

、

用

爲

西

門

侯

。

於

此

途

知

名

。

 

校

記

 
御

覽

四

百

四

十

四

、

又

六
百

九

十

五

、

又

八

百

三

十

二
。

*

書

鈔

一
百

二
十

九

。

○

淵

鑑

三

七

五
袴

褶

。

玉

函

59
。

舊

小

諡

5
。

 

周

氏

44

。

同

話

は

『
劉

氏

小

説

』

(
『
魔

記

』
 
一
七

三
)
。

 

(
一
)

○

御

覽

六

九

五
無

「
國

」

字

。

(
二
)

四

字

御

覽

引

有

。

(
三
)

O

書

鈔

「
之

」

下
有

「
日

」
字

。

(
四

)

○

御

覽

四

四

四

「
家

」

 

上
有

「
裴

」

字

。

(
五
)

○

御
覽

六

九

五

「
少

明

」

作

「
夏

」
。

御
覽

八

三

二
無

「
少

明

」

二
字

。

御
覽

四

四

四
無

「
日

」

字

。

(
六

)

○

 

御
覽

六

九

五
、

又

八

三

二

、
「
逸

民

」
上

有

「
裴

」
字

。

「
若

遠

」
二
字

、

御

覽

四

四

四
作

「
遠

邇

」
、

六

九

五

作

「
近

遠

」
、

八

三

二
作

「
遠

 

近
」
。

(
七

)

○

御

覽

四

四

四
鮑

本

無

「
日

」
字

。

(
八
)

○

御

覽

「
少

明

」

作

「
夏
」
。

(
九

)

○

書

鈔

引

至

此

。

御

覽

「
從

」
上

有

「
故

」
、

 

「
投

」

下

有

「
之
」
。

(
一
〇

)

○

御

覽

四

四

四
無

「
君
」
。

(
二

)

○

御

覽

六
九

五
、

又

八

三

二
無

此

五
字

。

(
一
二
)

○

御

覽

六

九

五

 

「
用

」

上

有

「
乃
」
、

又

八

三

二

「
西

」

下

有

「
明

」

字

。

(
二

二
)

○

御

覽

八

三

二
中

華

書

局

本

文

末

有

「
也

」
字

。

(49)

 

 

 

 

 

 

(
ご
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(二
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(三
)

40
 

李

陽

性

游

侠

、

士

庶

無

不

傾

心
。

爲

幽

州

刺
史

、
當

之

職

、

盛

暑

、

一
日
詣

數

百

家

別

、

賓

客

與

別

常

墳

門

、

途

死
於

几

下

。

 
校

記

 
世

論

規

箴

篇

〔
8
〕

注

。

*

御
覽

四
百

七

十

三
。

○

淵

鑑

三

一

一
遊

侠

。

玉

函

14

。

周

氏

45

。

 

(
一
)

御

覽

引

作

「
李

陽

大

侠

」
。

(
二
)

三
句

〔
一
四
字

〕

御
覽

引

有

。

(
三
)

御

覽

四
百

七

十

三
引

作

「
列
賓

客

填

門

」
。
0

御

覽

四

七

 

三

中

華

書

局

本

作

「
賓

客

常

唄

門

」
。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(
一
) 
 
 
 
 

(二
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(三
)

41
 

中

朝

有

人

詣

王

太

尉

、

適

王

安

豐

大

將

軍

丞

相

在

坐

、

因

往

別

屋

、

見

李

寅

李

子

、
還

謂

人

日

、
『
今

日
之

行

、

擧

目

皆

琳

瑯

珠

玉

。
』

 
校

記

 
御
覽

八
百

三

。

○

玉

函

蝿

。

周

氏

46

。

同

話

は

『
世

説

』

容

止

篇

15

。
「
李

寅

」

を

「
(
王
)

季

胤

」

と
す

る
。

 

(
一
)

○

中

華

書

局
本

「
適

」

作

「
過
」
。

(
二
)

○

「
屋

」
鉤

沈

本

據

鮑

本

作

「
國

」
、

今
據

中

華

書

局
本

。

(
三
)

0

御

覽

無

「
日
」

字

、

 

玉

函

亦

無

。

或

鉤

沈

以

意

補

之

。

42
 

王
夷

甫
魔

衆

中

、

如

珠

玉

之

在

瓦

石

。

 
校

記

 

御
覽

八

百

三

。

○

玉

函

丗

。

周

氏

47

。

同

話

に

『
世

説

』

容

止

篇

17

。

43

 

裴

令

公

目

王

安

豐

、

『
眼

、
爛

爛

如

崑

下

電

。
』

 
校

記

 
續

談

助

四
。

○

鉤

沈

『
小

諡
』

m

。

周

氏

48

。

同

話

に

『
匱
諡

』
容

止
篇

6
。

但

し

同
篇

10

で

は
評

者

と
被

諍

者

が

逆

に
な

っ
て

 

い
る

。

44
 

和

嬌

諸

弟

往

園

中

食

李

、

而
皆

計
核

責
錢

、
故

嬌
婦

弟

王
濟

伐

之

也

。

 
校

記

 

世

論

儉

嗇

篇

〔
1
〕

注
。

○

事

文

類

聚

後

集

ご
五

。
天

中

記

五

ご
。

玉
函

35
。

周

氏

50
。

同
話

は

『
晉

書

』

王

濟

慱

。

 

 

 

 

 

 

二
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(三
)

45
 

劉

道
眞

年

十

六
、

在

門
前

弄

塵

、

垂

鼻
涕

至
留

。

洛

下
年

少

乘

車
從

門

過

、

日

、
『
年

少

甚

埴

掴

。
』

劉

便

隨

車

間

、

爲

惡

爲

善

爾

。

劉

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
(四
)

日

、
『
令

君

翁

亦

埴

堀

、

母

亦

墟

掴

。
』

(50)



 
校
記
 
御
覽
三
百
八
十
五
。
*
御
覽
三
十
七
。
○
玉
函
卿
。

同
話
は
明
鈔

『
説
郛
』
卷

二
三

『殷
芸
小
説
」
、
注
に

「
雜
記
に
出
づ
」
と

 
す
る
。
鉤
沈

『
小
設
』
鵬
。

 

(
一
)
○
御
覽
三
七
、
「
十
六
」
作

「
十
五
六
」
。
(
二
)
○
御
覽
三
七
引
至
此
。
三
八
五
無

「
涕
」
字
。
(三
)
當
有
奪
誤
。
○
奪
誤
、
可

 
以

『
小
詭
』
補
訂
。
(
四
)
○
槌
堀
注
云
、
「
上
呼
回
反
、
下
徒
回
反
」
。

 
 
 
 
 

(一) 
 
 
 
 
 
 
(二
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(三
) 
 
 
 
 
(四
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(五
) 
 
 
 
 
(六
)

46
 

劉
道
眞
遭
亂
、
自
於
河
側
牽
船
。
見

一
老
嫗
採
桑
逆
旅
、
劉
謂
之
日
、
『
女
子
何
不
調
機
利
杼
、
而
探
桑
逆
旅
。』

女
苔
日
、
『丈
夫
何

 
 
 
 
 
 
 
 
(七
)

不
跨
馬
揮
鞭
而
牽
船
乎
。』

 
校
記
 
書
鈔

一
百
三
十
七
。
類
聚

二
十
五
。
御
覽

四
百
六
十
六
、
又
七
百
六
十
九
。
○
記
纂
淵
海

一
六
五
、
又

一
八
九
。
事
文
類
聚
別
集

 
二
〇
。
天
中
記
二
六
。

淵
鑑

二
九
九
嘲
戲
、

又
三
八
六
舟
。
玉
函
67
。
周
氏
52
。
同
話
は

『廣
記
』

二
五
三
所
引

『
啓
顏
録
」
、
又

『類

 
説

』
(文
学
古
籍
刊
行
社
景
明
天
啓
刊
本
)

一
四
所
引

『啓
顏
録
」
、
及
び

『
類
林
雜
記
』
五
。

 

(
一
)
○
類
聚
無

「
遭
亂
」
ご
字
。
(
二
)
○
類
聚
、
御
覽
、
淵
海
倶
作

「
於
河
側
自
牽
缸
」
。
類
聚
、
御
覽

「
船
」
作

「
肛
」
、
下
倣
此
。

 

(
三
)
四
字
御
覽

一
引
作

「
棹
櫓
」
、
下
放
此
。
0
類
聚
作

「
採
旅
」、
御
覽
四
六
六
中
華
書
局
本
作

「
採
櫓
」、
鮑
本
作

「掉
櫓
」
、
淵
海

 

一
引
作

「
探
櫓
」
、

一
引
作

「
搖
櫓
」
。
廣
記
作

「
操
櫓
」
、
類
読
引
作

「
搖
櫓
」
。
按

「
採
桑
」
是
女
工
、
無
關
嘲
戲
。
又

「
採
櫓
」
、
「
探

 
櫓
」
、
「
採
旅
」
、
「
掉
櫓
」
皆
意
不
通
、
當
或
從
廣
記
作

「
操
櫓
」
、
或
從
淵
海
、
類
読
作

「
搖
櫓
」
。
(
四
)
○
類
聚

「
謂
」
作

「咽
」
、
御

 
覽

七
六
九
鮑
本
作

「
調
」
。
淵
海

一
六
五
無

「
謂
之
」
、

一
八
九
無

「
劉
調
之
」
。

(
五
)
0
並
與

(三
)
同
。

(
六
)

○
御
覽
七
六
九
鮑
本

 
無

「
日
」
字
。
(七
)
0
御
覽
、
淵
海
並
無

「
乎
」。

(51)



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
(
一)

47
 

道

眞

嘗
與

一
人

共
索

梓
草

中
食

、

見

一
嫗
將

二
兒
過

、

竝

青

衣

。

調

之

日

、
『
青

羊
將

兩

羔

。
』

嫗

苔

日

、

『
兩

猪
共

一
槽

。
』

 
校

記

 

類

聚

二
十

五
。

○

天
中

記

ご
六

。
淵

鑑

二
九

九
嘲

戯

。

玉

函

73
。

周

氏

53

。

同

話

は

『
類

林

雜

諡

』

五

。

 

(
一
)

○

宋

本

類

聚

「
調

」

作

「
凋

」
。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

,(
一) 
 
 
 
 
 
 
(二
) 
 
 
 
 

(三
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
(四
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(五
)

48
 

劉

道

眞

子
婦

始

入
門

、

遣

婦

虔

、
劉

聊

之

甚
苦

、
婢

固

不

從

、

劉

乃
下

地

叩

頭

、

婢

懼

而
從

之

。

明

日
語

人

日

、
『
手

推

故

是

祚

物

、

 

 

 

 

  
 

一
下

而

婢

服

淫

。
』

 
校

記

 

類

聚

三
十

五
。

海

録

碎

事

七
。

○

天

中
記

ご
九

。

淵

鑑

三

}
四
溪

。

玉

函

77
。

周

氏

54
。

 

(
一
)

0

類

聚

汪

校

語

云

、
「
原

作

婦

、
據

馮
校

本

作
婢

。

今
從

之
」
。

(
二
)

海

録

碎

事

七
引

「
子
婦

」

至

「
甚

苦

」

十

二
字

、

僅

作

一

 
「
求
」
字

。

(
三
)
○

海

録

無

「
固

」

字

。

(
四
)

○

海

録

無

「
劉

」

字

。

(
五
)

〔
海

録

〕
「
推

」

作

「
椎

」
。

○

海

録

「
故
」
作

「
固

」
。

(
六
)

 
0

海

録

「
服

」

作

「
伏

」
。

 

 

 

 

 

 

(
一
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(二
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(三
)

49
 

賈

充

問

孫

皓

日

、
『
何

以

好

剥

人

面

皮

、
』

皓

日

、
『
僣

其

顏
之

厚

也

。
』

 
校

記

 

御

覽

三
百

六

十

五
、

又

三
百

七

十

五

。

○

記

纂

淵

海
二

五

三
。

事

文

類

聚

一
八

。

天

中

記

二

二
。

淵

鑑

こ

五
九

面

。

玉

函

m

。

周

 
氏

56
。

本

書

51

と
同

工
。

 

(
一
)

○

御

覽

無

「
日

」

字

。

玉
函

引

有

。

(
二
)

0

御

覽

三

七

五
無

「
好

」

字

。
淵

海

無

「
皮

」

字

。

(
三
)

○

御

覽

三
六

四
無

「
也

」

 
字

、

淵

海

作

「
耳
」
。

(52)



50
 

呉

主

孫

皓

字

孫

賓

、

郎

鍾

之

玄

孫

也
。

晉

伐

孫

皓

、

皓

降

晉

、

晉

武

帝

封

皓

爲

歸

命

侯

。

後

武

帝

大
會

羣

臣

、

時

皓

在

座

、

武

帝

問

皓

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(一
)

日

、

『
朕

聞

呉

人

好

作

汝

語

、
卿

試

爲

之

。
』

皓

應

聲

日

、
『
口

」
因
勸

帝

酒

日

、
『
昔

與

汝

爲

鄰

、
今

與

汝

作

臣

。

闕
汝

闕
春

。
』

座

衆

皆

失

色

、

帝

悔

不

及

。

 

校

記

 

類

林

雜

設

五
。

○

周

氏

55

。

同

話

は

『
世

諡

』

排

調

篇

5
。

ま

た
敦

煌

文

書

P

二
五

二

四
文

筆

篇

云
、

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マ
マ

 

汝

語

 
呉

主

孫

皓

。

晉

伐

呉

、

孫
皓

降

晉

。

晉

武

帝

封

皓

爲

歸

命

侯

。

晉

帝

會

郡

臣

、

皓

在

坐

。

帝

詔

皓

日

、

朕

聞

異

人

好

作

女

語

、

卿

 

試

爲

之

。

皓

時

執

酒

杯

。

因

勸

帝

日

、

昔

與

汝

隣
國

、
今

與
汝

作

臣

、

上

汝

一
杯

酒

、

令

汝

壽

萬

春

。

 

(
一
)

○

語

林

所
闕

、

可

據

世

説

補

。

世

説

云

、
「
上

汝

一
杯

酒

、

令

汝

壽

萬

春

」
。

 

 

 

 

 

 

 

 

 
(
ご
 
 
 
 
(二
) 
 
 
(三
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔四
) 
 
 
 
 
 

(五
)

51
 

王

武

子
與

武

帝
圍

棊

、

孫

皓

看

。

王

日

、
『
孫
歸

命

何

以

好

剥

人

面

皮

。
』

皓

日

、

『
見
無

禮

於

其

君

者

則

剥

其

皮

。
』

乃
擧

棊

局
、

武

子

 

 

 

 
(六
)

伸

脚
在

局

下

、

故

譏

之

。

 

校

記

 

御
覽

七

百

五
十

三
。

*

御

覽

三
百

六
十

五
、

又

四
百

九

十

。

○
事

文

類

聚

後

集

一
八
。

淵

鑑

三

二
九

圍

棊

。

玉

函

皿
。

周
氏

57
。

 

『
語

林

』

49

と
同

工
。

ま

た

『
六
帖

』

二
九

。
「
習

書

』

王
濟

傳

。

 

(
一
)

○

御

覽

四
九

〇

「
王

」

上

有

「
晉

」
。

(
二
)

〇

七

五

三

「
看

」

作

「
在

側

」
。

(
三

)
〇

四
九

〇

「
日

」

作

「
問

」
、

七

五

三

「
王

 

日

」

作

「
武

子

問

」
。

(
四
)

一

〔
七

五

三

〕

引

作

「
則

剥

之

」
。

〇

七

五

三
又

無

「
其

」

字

。

四
九

〇

作

「
即

剥
其

面

皮

」
。

(
五

)

〇

七

 

五

三

「
乃
」

上

有

「
武

子

」
、
「
局

」

下
有

「
下

」

字

、

而

無

下

一
句

七
字

、

訛

奪

。

(
六

)

〇

三
六

〇

、

四

九
〇

引

至

此
爲

止

。
事

文

類

 

聚

亦

同
。

(53)



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
(
一) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(二
) 
 
 
 
 
 
(三
) 
 
 
 
 
 

(四
)

52
 

王

濟

字

武

子
、

太

原

人
也

。

又
魏

舒

字

陽

元
濟

陰
人

也

。

二
人

並
善

射

、

見

重

當

時

、

倶

仕

晉

朝

。

 

校

記

 

類

林

雜

記

九

。

0

敦

蝗

文

書

P

二
六

三

五
。

い
ま

こ
れ

を

底

本

と
す

る

。

周

氏

58

。

同

話

は

『
晉

書

』

(
御

覽

七

四

四
引

)
。

 

(
一
)

○

類

林

無

「
也

」

字

、

下

同

。

(
二
)
○

類

林

無

「
並
」

字

。

(
三

)
○

類

林

「
見

」
作

「
名

」
。

(
四

)

○
類

林

「
倶

」

作

「
並

」
、

 

又
無

「
朝

」
字

。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ニ
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

53
 

王

武

子

性

愛

馬

、

亦

甚

別
之

、
故

杜

預

道

王
武

子
有

馬

癖

、
和

長

輿

有

錢

癖

。

武

帝

問

杜

預

、

『
卿

有

何

癖

。』

對

日

、
『
臣
有

左
傳

癖

。」

 

校

記

世

説

術

解

篇

〔
4
〕

注

。
李

瀚

蒙

求

注

。
事

類

賦

注

十

引

云

、

 

杜

預

嘗
謂

〔
宋

本

嘗
謂

作

道

〕
、

王

武

子

有

馬

癖

、

和

長

輿

有

錢

癖

、

己

有

左

〔宋

本

無

左

字
〕

傳
癖

。

 

*
御

覽

八
百

三

十

六

。
○

天
中

記

五

五
。

玉

函

22
。

玉

函
補

編

引

蒙
求

注

。

周

氏

59
。

同

話

は

『
晉

書

』

杜

預

傳

。

 

(
一
)

蒙

求

注

引

無

此

二
句

。

○

御

覽

、

事

類

賦

注

亦

同
。

(
二
)

○

蒙

求

無

「
故

」
、
「
預

」

下

有

「
字

元

凱
」
、

「
道
」

作

「
常

云
」
。

 

(
三
)

「
杜

預

」

己

下

二
句

亦

見

御
覽

八
百

三

十

六
引

。

(
四
)

○

蒙

求

無

「
杜

預
」
。

(
五
)

○

蒙

求

無

「
對

」

字

。

 

 

 

 

 
(
一) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(二
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(三
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
〔四
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(五
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(六
)

54
 

王

武

子

葬

、

孫

子

刑

哭

之

甚

悲

、

賓

客

莫

不

垂

涕

。

哭

畢

、

向

靈
座

日

、

『
卿

常

好

驢

鳴

、

今

爲

君

作

驢

鳴

。
』
既

作

、
聲

似
翼

、

賓

客

(七
) 
 
 
 
(八
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(九
) 
 
 
 
 
 

(一
〇
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
二

ご

皆
笑
。
孫
日
、
『諸
君
不
死
、
而
令
武
子
死
乎
。』
賓
客
皆
怒
。
須
臾
之
間
、
或
悲
、
或
怒
、
或
哭
。

 
校
記
 
御
覽
四
百
八
十
七
、
又
五
百
五
十
六
。
*
世
諡
傷
逝
篇

〔
3
〕
注
。
御
覽
三
百
八
十
八
、
又
三
百
八
十
九
。
*
御
覽
三
百
九
十

一
。

 
○
淵
鑑
二
六
七
笑

(節
引
、
與
御
覽

三
九

一
同
)、
哭
。
玉
函
20
。
舊
小
諡

(上
海
書
店
影
印
本
)
2
。
周
氏
60
。

 

(
一
)
○
御
覽
三
八
九

「
葬
」
作

「
死
」
。
三
八
八
、
四
八
七
、
五
五
六
皆

「
葬
」
下
有

「
夕
」
字
。
(
二
)
〇
四
八
七
、
五
五
六

「
不
」

(54)



下
有

「
爲
」
字
。
(
三
)
〇
三
八
八

「座
」
作

「
坐
」Q
五
五
六
無

「座
」
字
。
(
四
)
〇
三
八
八
無

「
常
」
。
三
八
八
、
三
八
九
倶

「
好
」

下
有

「
我
作
」
二
字
。
(
五
)
〇
三
八
九

「
今
」
下
有

「
我
」
字
。
三
八
九
、
五
五
六

「
君
」
作

「
卿
」
。
三
八
九
鮑
本
無

「
驢
鳴
」
。
(
六
)

 

「
哭
畢
」
至
此
已
上
、
世
詭
注
引
作

「
既
作
驢
鳴
」
、
今
依
御
覽
引
補
。
〇
三
八
八
此
二
句
五
字
、
中
華
書
局
本
作

「
因
作
驢
鳴
似
眞
聲
」
、

鮑
本
作

「
因
作
體
似
聲
眞
」
。
三
八
九
無

「
銑
作
」
二
字
、
鮑
本

「
聲
似
眞
」
作

「
體
似
聲
眞
」
。
五
五
六
作

「
體
似
眞
聲
」
。
(
七
)
御
覽

 
三
百
九
十

一
引
云
、
「
弔
王
武
子
客
正
哭
、
見
孫
子
荊
驢
鳴
、
變
聲
成
笑
」
。
○
御
覽
三
九

一
引
至
此
。
三
八
八
皆

「
笑
」
作

「
莫
不
笑
」
、

 
五
五
六
作

「
莫
不
大
笑
」
、
四
八
七
作

「
大
笑
」
。
(
八
)
0

「
孫
」
下
、
三
八
八
、

四
八
七
、

五
五
六
倶
有

「
聞
笑
顧
謂
」
四
字
、
三
八

 
九
有

「
聞
之
」

二
字
。
(九
)
〇
三
八
八
、
五
五
六
皆
無

「
而
」
字
。
御
覽
皆

「
武
子
」
上
有

「
王
」
字
。
三
八
八
、

三
八
九
、

五
五
六

 
倶
無

「
乎
」
字
。
(
一
〇
)
○
世
説
注
、
御
覽
三
八
八
、
又
三
八
九
引
至
此
。
三
八
八
、

四
八
七
、

五
五
六
倶

「
皆
」
上
有

「
莫
不
」
二

 
字
。
三
八
九
句
末
有

「焉
」
字
。
(
一
一
)
○
御
覽
中
華
書
局
本

「
或
怒
或
哭
」
四
字
作

「
或
笑
或
怒
」、
四
八
七
鮑

本
無

「
或
怒
」
。

55

戴
叔
鸞
母
好
驢
鳴
、
叔
鸞
毎
爲
驢
鳴
、
以
樂
其
母
。

 
校
記
 
御
覽
三
百
八
十
九
。
○
玉
函
忽
。
周
氏
3
。
周
氏
は
戴

の
後
漢

の
人
た
る
を
以
て
、
鉤
沈
1
の
樓
護
の
後

に
移
す
。
同
話
は

『世

 
誂
』
傷
逝
篇
1
注
、
「樂
」
を

「
説
」
に
作
る
他
は
同
交
。

56

中
朝
方
鎭
還
、
不
與
元
凱
共
坐
。
預
征
呉
還
、
獨
榻
、
不
與
賓
客
共
也
。

 
校

記
 
世
説
方
正
篇

〔
13
〕
注
。
○
玉
函
5
。
周
氏
61
。
關
連
す
る
話
は
鉤
沈

『郭
子
』
18
、
並
び
に

『世
論
』

該
篇
13
。

(55)



 

 

 

 

 

(
一
) 
 
 
 
 
 
 

(二
) 
 
 
 
 

(三
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(四
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(五
)

57
 

洛

下

少

林

木

、

炭

止

如

粟

状

、

羊
瑳

驕

豪

、

乃

擣
小

炭

爲

屑

、

以
物

和

之

、

作

獸

形

。

後

何

召

之

徒

共

集

、

乃

以
温

酒

。

火

熱

既

、

猛

 

 

 

 

 

 

 

 

(六
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(七
)

獸

皆

開

口
向

人

、

赫

赫

然

。

諸

豪

相

矜

、

皆
服

而
效

之

。

 

校

記

 

御

覽

八
百

七
十

一
。

○

敦

煌

文

書

P

二
五

二

四
云

、
冨

貴

 
獸

炭

。

語

林

日

、

中
略
見
58
。

屑

炭

末

獸

形

。

温

酒

、

獸

炭

皆

張

口

 

赫

。

 

事
文

類
聚

續

集

一
八
。

淵

鑑

三
六

〇

炭

。

玉

函

励

。

周

氏

62

。

同

話

は
鉤

沈

『
小

詮

』

伽

。

『
晉

書

』

羊

誘
傳

。

『
晉

朝

雜

記
』

(
御

覽

四

 

九

三
引

)
。

『
類

林

雑

説
』

八

。

 

(
一
)

O

事

文

類

聚

此

句

上
有

「
晉

羊
誘

字

稚
舒

、

景
獻

皇

后
從

弟

性
豪

侈

」

十

五
字

。

(
二
)
○

事

文

此

句

作

「
炭

貴

如

粟

」
。

(
三
)
○

 
事

文

此
句

作

「
瑪

」

一
字

。

(
四
)

○

鉤

沈

「
召

」

本

作

「
呂

」
、

玉

函
亦

作

「
呂
」
。

今

暫

從

御

覽

、

而

倶

必
有

訛

誤

。
事

文

作

「
劭

」
。

 

(
五
)

○

御

覽

中

華

書

局

本

「
既

」

作

一
空

格

、
鮑

本

作

「
既

」
。

或

當

捌

歟

。

(
六

)
○

鉤

沈

脱

一

「
赫

」

字

、

今

補

。

玉

函

亦

脱

。

 

(
七
)

○

事

文

此

二
句

作

「
諸

貴

皆

效

之

」
。

(56)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(
一
) 
 
 
 
 
 
 
 
(二
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
(三
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(四
)

58
 

羊

稚

舒

瑪

冬

月

釀

酒

、

令

人

抱

甕

煖

之

、

須

臾

復

易

其

人

。

酒

既

速

成

、

味

仍

嘉

美

。

其

驕

豪

此

類

。

 
校

記

 
續

談

助

四
。

*

御

覽

二
十

七

。

*

海

録

碎

事

六
。

書

鈔

一
百

四
十

八
。

御

覽

七
百

五
十

八
。

○

鉤

沈

『
小

説

』

捌

。
敦

煌

文

書

P

 

二

五

二

四
云

。

冨
貴

 
獸

炭

。

語
林

日

、

羊

秀

字

稚

舒

、

爲

晉

散

騎

常

侍

、
冬

日
作

酒

、
人

之

抱

瓮
酒

、
交

易

入

、
而

酒

便

默

。
默
當
作
熟
。

 
已
下
57
已
引
。
類

説

二
九

『
難

跖

集

」
。

天

中

記

四

四
。

五
朝

小

読

12

。

淵

鑑

↓
六
冬

、
又

三

八

四
甕

、

又

三

九

三
酒

。

玉

函

70
。

周

氏

63
。

 

(
一
)
○

續

談
助

、
御

覽

二
七

「
稚

」

倶

誤

作

「
雅
」
。

書

鈔

作

「
羊

誘

字

稚

舒

」
。

御
覽

、
海

録

(
上
海

辭

書

出
版

社

景

明
萬

暦

刊

本

)

倶
無

「
誘

」
。

御

覽

二
七

「
月

」

作

「
日

」
、

敦

煌

亦

同
。

(
二
)

海

録

碎

事

六

引

至

「
抱

甕
」
、

下

云

、

「
速

得

味

好

」
。

亦

見

書

鈔

一
百



 

四
十

八
、

御
覽

七

百

五
十

八

、
「
暖

之

」

並

作

「
爲

暖

」
。

(
三
)
○

御

覽

無

「
其

」
。
(
四
)

〔
二
句

〕

御

覽

二
十

七

引
作

『
速

成

而
味

好

」
○

 

御

覽

二
七

引

至

此

為

止

。

 

 

 

 

 

(
一
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(二
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(三
) 
 
 
 
 
 
 
(四
) 
 
 
 
 
 
 
(五
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(亠ハ)
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劉

實

詣

石
崇

、

如

厠

。

見

有

絳

紗

帳

大
牀

、
茵

蓐

甚

麗

、

兩

婢

持

錦

香

嚢

。

實

遽

反

走

、

印

謂

崇

日

、
『
向

誤

入

卿

室

内

。
』

崇

日

『
是

 

 

(七
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(八
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(九
) 
 
 
 
 
 
(】
O
)

廁

耳

。
』

實

更

往

向

、

乃
守

廁

婢

所

進

錦

嚢

、

實

籌

。

良

久

不

得

、

便

行

出

。

謂

崇

日

、
『
貧

士

不

得

如

此

廁

。』

乃

如

他

廁

。

 

校

記

 

御

覽

一
百

八

十

六

。
*

御

覽

七

百

四

。
*

世

説

汰

侈

篇

〔
2
〕

注

。
○

御

覽

六

九

九

。

天

中

記

一
五

、
又

四

八
、

四

九
。

五

朝

小
説

 

14
。

淵

鑑

二
八

六
富

。

又

三

一
三
奢

、

又

三

七

六

帳
。

玉

函

36

。
舊

小
説

3

。
周

氏

64

。
同

話

は
敦

煌

文

書

P

二

五

二

四
、

次

條

60
參

照

。

 

(
一
)
○

世

詮

注

、
御
覽

一
八

六

、
「
實

」

作

「
寔

」
、

下

倣

此

。

御

覽

六

九

九

作

「
植

」
。

(
二
)

○

御

覽

一
八

六
、

六

九

九

「
紗

」

作

 

「
文

」
、

倶

無

「
大

牀

」

二
字

。

(
三
)

○

御
覽

一
八

六

無

「
香

」

字

。

(
四
)

○

御
覽

一
八

六

「
反
走

」

作

「
退

」

一
字

。

(
五
)

○

御

覽

 

一
八

六

「
印

」

作

「
笑
」
。

(
六

)

○

御

覽

一
八

六
無

「
内

」
字

。

(
七
)

○

世

読

注
引

至

此

止

。

(
八
)

御

覽

七

百

四
引

云

、
「
石

崇

厠

内

 

兩

婢

持

錦

嚢

、

是
籌

也
」
。

○

御
覽

一
八

六

中

華

書

局

本

「
實

」

作

「
是

」
。

(
九

)

○

御

覽

一
八

六
中

華

書

局
本

無

「
如

」
。

又

六

九

九

引

 

無

「
兩

婢

」

以

下

至

「
此

廁

」

之

文

、

止

作

「
不

得

行

」

三
字

。

(
一
〇

)

○

御

覽

六

九

九

「
乃

」

下

有

「
更

」

字

。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(
一) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(二
) 
 
 
 
 
 
 
 
(三
) 
 
 
 
 
 
 
(四
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(五
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
(亠ハ) 
 
 
(七
)
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石

崇

厠

常

有

十
餘

婢

侍

列

。

皆

佳

麗
藻

飾

、

置

甲

煎

沈

香

、

無

不

畢

備

。

又
與

新

衣

、

客

多

羞

不

能

著

。

王

敦

爲

將

軍

、

年

少

、

往

、

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

蛻

故

衣

、
著

新

衣

、
氣

色

傲

然

。

羣

婢

謂

日

、
『
此

客

必

能

作

賊

。
』

 

校

記

 

御

覽

一
百

八
十

六
、

又

五
百

。

*

御
覽

七

百

十

九

。

〇

五
朝

小

論

15

。

淵

鑑

三

五
〇

厠

。

玉

函

37
。

周

氏

65
。

同

話

に

『
世

読

』

 

汰

侈

篇

2
。

ま

た
敦

煌

文

書

P

二
五

二

四
云

、

崇

會

客

、

崇

厠

内

置

侍

婢

十

人

、

皆

衣

錦
繍

粲

瀾

。

侍

中

劉

恒

往
廁

、

將

謂

入

室

、

寺

(57)



 

〔
時
〕
走
出
。
崇
日
厠
也
。

 

(
一
)
○
御
覽
五
〇
〇
無

「常
」
字
。
(
二
)
〇
五
〇
〇
無
以
上

二
句
十
字
。
(
三
)
御
覽
七
百
十
九
引
云
、
「
石
崇

厠
置
甲
煎
粉
沈
香
汁
之

 
屬
」。
〇
五
〇
〇

「
無
」
作

「
莫
」。
(
四
)
〇
五
〇
〇

「
衣
」
下
有

「
出
」
字
。
(
五
)
〇

一
八
六
無

「
蘯
」
字
。

五
〇
〇

「
著
」
作

「
如

 
厠
」
二
字
。
(
六
)
〇
五
〇
〇

「爲
」
作

「
大
」
。
(
七
)
〇

五
〇
〇
無

「
年
少
」。
(八
)
〇
五
〇
〇

「氣
色
」
作

「
意
」
。

61
 
石
崇
恆
冬
月
得
韮
齏
、
爲
客
作
豆
粥
、
咄
嗟
便
辧
。

王
燈
乃
密
貨
帳
下
都
督
。
云
、

是
擣
韮
根
、

雜
以
麥
苗
耳
。

豆
難
責
、
豫
作
熟

豆
、
以
白
粥
投
之
。

 
校
記
 
御
覽
八
百
五
十
五
、
又
八
百
五
十
九
。

○
書
鈔

一
四
四
、

又

一
四
六
。、
但
し
後
者
は
出
處
を
缺
く
。

玉
函
珊
。
周
氏
66
。 
『
玉

 
函
」
、
『鉤
沈
』
は

『
御
覽
』
で
二
條
と
し
て
別
出
す
る
も
の
を

『
世
説
』
に
效

っ
て

一
條

に
ま
と
め
た
。
同
話
は

『世
詭
』
汰
侈
篇
5
。

 

『
晉
書
』
石
崇
傳
。

 
書
鈔

一
四
六
云
、
韭
齊
。
口
自
云
、 

石
崇
冬
月
得
韭
薄
齊
、
王
榿
貨
帳
下
督
云
。
孔
注
云
、
此
條
或
出
語
林
耳
。

 
御
覽
八
五
五
云
、
語
林
 
石
崇
嘗
冬
月
得
韭
茜
、
王
愃
貨
崇
帳
下
督
。
云
、
是
擣
韭
根
、
雜
以
麥
苗
耳
。

 
書
鈔

↓
四
四
云
、
咄
嗟
便
辨
。
語
林
云
、
石
崇
爲
客
作
豆
粥
、
咄
嵯
便
辨
。
王
磑
乃
密
貨
崇
帳
下
。
日
、
豫
作
熟
豆
。

 
御
覽
八
五
九
云
、
石
崇
爲
客
作
豆
粥
、
咄
嗟
便
辧
。
王
榿
乃
密
貨
崇
帳
中
鮑
本
作
下
。
都
督
。

日
、
豆
難
耋
、
唯
豫
作
熟
豆
、
以
白
粥
投
之
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(一) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(二
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(三
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(四
)
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石
崇
與
王
榿
爭
豪
、
窮
極
綺
麗
、
以
飾
車
服
。
晉
武
帝
、
愃
甥
也
、
毎
助
榿
。
以
珊
瑚
高

二
尺
許
、
枝
柯
扶
疏
、
世
間
罕
比
。
榿
以
示

(五
) 
 
 
 
 
(六
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
へ七
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(八
)

崇
、
崇
靦
訖
、
以
鐵
如
意
撃
之
、
應
手
瓦
碎
。
榿
聲
色
倶
属
、
崇
日
、
『
此
不
足
恨
。』
乃
命
取
珊
瑚
、
有
三
尺
光
彩
浴

目
者
六
十
七
枚
。
榿

(58)



悵
然
自
失
。

 
校
記
 
御
覽
七
百
三
。
*
類
聚
七
十
。
0
天
中
記
四
九
。
淵
鑑
三
七
九
如
意
。
舊
小
論
8
。
玉
函
85
。
周
氏
67
。
同
話
は

『
世
論
』
汰
侈

 
篇

8
。
李
翰

『
蒙
求
注
』
中
、
『
晉
書
』
石
崇
傳
。

ま
た
敦
煌
文
書
P
二
五
二
四
云
、

 
石
崇
字
季
倫
。
晉
惠
帝
時
、
爲
侍
中
、
居
洛
陽
金
谷
、
富
於
晉
國
。
晉
武
帝
弟
王
愃
、
與
崇
相
誇
、
作
紫
絲
布
歩
障

冊
里
。
崇
作
錦
歩
障

 
五
十
里
。
帝
有
珊
瑚

一
株
、
借
榿
。
榿
示
崇
、
崇
笑
之
。
以
馬
鞭
撃
碎
。
榿
怒
日
、
卿
死
矣
。
崇
笑
口
婢
取
好
樹

一
株
。

 

(
一
)
○
御
覽
無

二
句
八
字
。
(
二
)
○
御
覽

「
榿
」
下
有

「
之
」
字
。

(
三
)
○
鉤
沈

コ
二

本
作

コ
一こ
、

七

三
年
版
全
集
已
據
類
聚

 
御
覽
正
。

(
四
)
○
御
覽
無
以
上
二
句
八
字
。

(
五
)
○
御
覽

「
示
」
下
有

「
之
」
字
。

(六
)
○
御
覽
無
此
句
三
字
。

(七
)
類
聚
七
十

 

〔
引
至
此
爲
止
〕
。
(
八
)
○
中
華
書
局
本

「
枚
」
作

「
校
」
、
鮑
本
作

「
枝
」
、
玉
函
作

「
枚
」
。
世
論
作

「
枚
」
、
又
無

「
十
」。
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潘
石
同
刑
東
市
、
石
謂
潘
日
、
『
天
下
殺
英
雄
、
卿
復
何
爲
。』
潘
日
、
『
俊
士
填
溝
壑
、
餘
波
來
及
人
。』

 
校
記
 
世
諡
仇
隙
篇

〔
1
〕
注
。
○
玉
函
39
。
周
氏
69
。
同
話
は

『
類
詭
』
四
九

『殷
芸
小
説
』
「
潘
石
同
刑
東
市
」
(鉤
沈
佚
之
)
。
類
話

 
は

『世
論
』
仇
隙
篇
1
。

 
 
 
 
 
 
(「〉 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(三
)
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潘
安
仁
至
美
、
毎
行
、
老
嫗
以
果
擲
之
滿
車
。
張
孟
陽
至
醜
、
毎
行
、
小
兇
以
瓦
石
投
之
亦
滿
車
。

 
校
記
 
世
諡
容
止
篇

〔
7
〕
注
。
御
覽
七
百
七
十
三
。
*
初
學
記
十
九
。

*
御
覽
七
百
六
十
七
。

○
天
中
記
二

一

(
2
)
。
淵
鑑
三
八
七

 
車
。
玉
函
15
。
周
氏
68
。
同
話
は
敦
煌
文
書
P
二
五
二
四
云
、
又
安
仁
乘
車
入
市
、洛
陽
嫗
見
之
、競
以
瓜
菓
擲
之
盈
車
。
又
S
七
八
。

 
類

話
は

『
世
諡
』
容
止
篇
7
。
『
瑪
玉
集
』

一
四
。

(59)



 

(
↓
)

○

御

覽

七

七

三

「
至

」

作

「
宛

」
。

鮑

本

脱

「
仁

」

字

。
(
二
)

初

學

記

十

九

引

作

「
毎

行

於

道
羣

嫗

以

果
擲

之

常

盈

車
」
。

0

御

覽

 

七

七

三

「
滿

」

上

亦

有

「
常

」
、
「
車

」

下

有

「
中
」
。

(
三
)

又

七

百

六

十

七

引

云

、
「
晉

張

載

字

孟

陽

甚
醜

、
毎

出
爲

小
兒

擲

瓦

盈
車

」
。

 

○
御

覽

七

六

七

「
行

」

作

「
出

」
。

御

覽

七

七

三
無

「
小
」

字

、
「
石

」

作

「
礫

」
、
「
投

」

作

「
擲

」
。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

二
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(二
)
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士

衡
在

坐

、

安

仁

來

、

陸
便

起
去

。

潘

日

、
『
清

風

至

、

塵

飛

揚

。
』

陸

應

聲

荅

日

、
『
衆

鳥

集

、

鳳

皇

翔

』

 
校

記

 
續

談
助

四
。

○

明
鈔

『
論

郛

』
 

(
商

務

印

書

館

排

印

本

)

二
五

『
殷

芸

小

説

』

(
鉤

沈

垪
)
。

天

中

記

二
六

。

周

氏

70

。

同

話

に
敦

 
煌

文

書

P

二

五

二
四

云

、

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マ
マ

 

塵

飛
鳳

翔

。

陸

士

衡
坐

、
潘

安

仁
來

。

陸
起

、

潘

日

、
溝

風

至

、

塵

飛
楊

。

陸

答

日

、
衆

鳥
集

、
鳳

凰

翔

。

 

(
一
)

○

論

郛

「
潘

日

」

作

「
安

云

」
。

(
二
)

○

詭

郛

「
皇

」

作

「
凰

」
。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(
ご
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(二
) 
 
 
 
 

(三
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
(四
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(五
)
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陸

士

衡
在

洛

、
夏

月
忽

思
竹

篠

飲

、

語

劉

實

云

、
『
吾

郷

曲
之

思
轉

深

、

今

欲

東
歸

、

恐

無

復

相

見

理

。
』

言

此

已

、
復

生

三
歎

。

 
校

記

 

御
覽

八

百

六

十

一
。

*
事

類

賦
注

四
。

御
覽

二
十

一
。
○

記

纂

淵

海

一
七

三

、
御

覽

二

一
引

に

同
じ

。

天

中

記

五
。

淵

鑑

一
四
夏

、

 

三

九

一
飮

。

玉

函

68

。

周

氏

71

。

 

(
↓
)

0

コ
ム
L
、

鉤

沈

本

作

「
日
」
、

今

據

御

覽

改

、

玉

函
亦

作

「
日
」
。

(
二
)

事

類

賦

注

四

、

御

覽

二
十

一
引

云
、

「
陸
機

夏
在

洛

、

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

へ

 

忽

思

東
頭

竹

篠

飮

、

語

劉

寶

日
、

吾

思
郷

轉

深

矣

」
。

(
三
)

○

御

覽

「
欲

」

作

「
來

」
、

玉

函

作

「
欲

」
。

(
四
)

○

玉

函

注

云

、
「
北

堂
書

 
鈔

一
百

四

十

四
引

竹

篠
飮

、

陳
禹

謨

補

注

引

至
相

見

理

」
。

不

見

孔

本

。
 

(
五
)

○

鉤

沈

玉

函

、

倶

作

「
復

生

三
歎

」
、

不
知

據

何
。

御

覽

 

作

「
復
之

生
感

」
。

御

覽

、

鉤

沈

皆

似

意

不

通

。

(60)



 

 

 

 

 

 

 

 

(
一) 
 
 
 
 

(二
V 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(三
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(四
) 
 
 
 
 
 
(五
) 
 
 
 
 
 
 
 

(六
)

67
 

陸

士

衡

爲

河

北

都

督

、

已

被

闘
構

、

内

懷

憂

慂

、

聞

衆

軍

警

角

鼓
吹

、

謂

其

司
馬

孫
掾

日

、
『
我

今

聞

此

、

不

如

華

亭

鶴

唳

。
』

 

校

記

 

書

鈔

一
百

二
十

一
。
類

聚

六

十

八
。

御

覽

三
百

三
十

八
。

又

四
百

六
十

九
。

*
世

読

尤

悔

篇

〔
3
〕

注

。

○

御
覽

五

六

七

。

天

中

 

記

五

八
。

淵

鑑

二

二
八
角

、

又

三

六

八

鼓
吹

。

玉

函

50

。

周

氏

72

。

『
續

談

助

』

四

『
殷

芸

小

諡

』

(
鉤

沈

粥

)
引

く

「
士

衡

」

一
條

は

 

「
出

小

史

」

と

す

る

が

此

條

と
同

じ

。

 

(
一
)

0

類

聚

、

御

覽

三

三

八

、

又

五
六

七
倶

無

「
都

」

字

。

(
二
)

○

御

覽

五

六

七

「
已

」

上

有

「
日

」

字

。
御

覽

四
六

七

、
又

五

六

七

 

「
構

」

作

「
搆

」
。

(
三
)

〔
鼓

吹

〕

二
字

類

聚

引

有

。

○

御

覽

亦

有

。

御

覽

三

三

八

中

華

書

局

本

、

四

六

九
倶

「
警

」
作

「
驚

」
。

(
四
)

 

世

説

尤

悔

篇

注

引

作

「
機

爲

河

北

都

督

、

聞

警

角

之

聲

、

謂

孫

丞

」
。

○

御

覽

五
六

七
無

此

一
句

六
字

。

類

聚

無

「
孫
掾

」

二
字

。

御
覽

 

三

三

八
中

華

書

局

本

「
掾

」

作

「
極

」
、

誤

。

三

三

八
鮑

本

以

及

四

六
九

作

「
拯

」
。

(
五
)

○

御

覽

四

六

九
無

「
今

」

字

。

(
六
)

○

「
鶴

 

唳

」
、
世

諡

、

又

四
六

九

鮑

本

倶

同
。

御

覽

五

六

七
作

コ
戻
L
。

書

鈔

、

類

聚

、

御

覽

三

三

八

、

又

四
六

九

中

華

書

局

本

倶

作

「
鶴

鳴

」
、

 

類

聚

又
句

末

有

「
也

」
字

。

 

 

 

 

 

 

 

(
一
) 
 
 
 
 
〔二
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(三
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(四
) 
 
 
 
 
(五
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
(六
)

68

 

宗

岱

爲

青

州

刺

史

、

禁

淫

祀

、
著

無

鬼

論

甚

精

、

莫

能

屈

。

後

有

一
書

生

葛

巾

修

刺

詣

岱

、

與

談

論

、

次

及
無

鬼

論

、

書

生

乃
振

衣

而

(七
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(八
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
(九
) 
 
 
 
 
 
 
 
(
一
〇
) 
 
 
 
 
(
二
) 
 
 

(
}二
) 
 
 
 
 
 
 
 
〔
=
二
) 
 
 
 
 

二
四
)

去

日

、
『
君

繦

我

輩

血

食

二
十

餘

年

、

君

有

青

牛

髯

奴

、

所

以

未
得

相

困

耳
。

奴

已

叛

、

牛

巳

死
、

今

日
得

相

制
矣

。
』

言

繼

而

失

。

明

日
而

コ

ま
 

岱
亡
。

 
校
記
 
御
覽
五
百
、
又
五
百
九
十
五
、

又
八
百
八
十
四
、

又
八
百
九
十
九
。

〇
五
朝
小
諡
19
。

古
今
圖
書
集
成
紳

異
典
七

(第
四
八
九

 
冊

三
十
b
)
。
玉
函
捌
。
舊
小
論
10
。
周
氏
73
。
同
話
に

『續
談
助
』
四

『殷
芸
小
諡
』
、
『類
説
』
四
九

『
殷
芸
小
諡
』

及
び

『
廣
記
』

(61)



 
三

↓
七

(と
も
に

「雜
語
に
出
づ
」
と
す
る
。
鉤
沈
m
)
。

 

(
一
)

一
引
作

「
宋
岱
」。
○
御
覽
五
九
五
、
又
八
九
九
倶
作

「
宋
」。
(
二
)
○
御
覽

五
九
五
、
又
八
八
四
倶
無
此
句
三
字
。
(
三
)
〇
八

 
八
四
中
華
書
局
本

「
鬼
」
下
有

「神
」
字
。
(
四
)
〇
八
九
九
無

「
甚
精
」
以
下
至

「
後
」
六
字
。
八
八
四
無

「
有

=

、
五
九
五
無

「
=

。

 
五
〇
〇
、
又
五
九
五
、
又
八
八
四
倶
無

「
葛
巾
修
刺
」
四
字
。
(
五
)
〇
五
〇
〇

「
與
」
上
有

「
岱
」
字
。
五
九
五
無

「
與
」
字
。
八
八
四

 
作

「
談
」

一
字
。
(六
)
〇
五
〇
〇
無
此
句
五
字
、
八
八
四
無

「
無
」
字
。
(
七
)
〇
五
九
五
、
又
八
八
四
倶

「
振
」

作

「拂
」
。
八
九
九

 
無

「
與
談
論
」
以
下
至

「
而
表
」
十
五
字
。

(
八
)
〇
五
〇
〇
無

「
君
」
字
。

(
九
)
〇
五
九
五
、

八
八
四
倶

「
君
」
上
有

「
以
」
字
。

 

(
一
〇
)
〇
八
八
四
無

「
耳
」
字
。
(
=

)
〇
五
九
五
、
八
八
四

「
奴
」
上
倶
有

「
今
」
字
。
(
一
二
)
〇
五
九
五
無

「
叛
牛
己
」
三
字
。

 

(
一
三
)
〇
五
九
五
中
華
書
局
本
、
八
八
四
倶
無

「
日
」
字
、
五
九
五
鮑
本
無

「
今
日
」
二
字
。
又
八
八
四
無

「矣

」
字
。
(
一
四
)
〇
五

 
九

五

「
繦
」
作

「
終
」
。
又
五
九
五
鮑
本

「
失
」
作

「
去
」
。
(
一
五
)
〇
五
九
五
無

「
而
」
字
。
八
八
四
此
句
作

「
來
日
岱
亡
」
。
八
九
九

 
中
華
書
局
本

「
亡
」
作

「
死
」
、
鮑
本
此
句
作

「
明
日
岱
死
」
四
字
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(】)

69
 
明
帝
數
歳
、
坐
元
帝
郵
上
、
有
人
從
長
安
來
、
元
帝
問
洛
下
清
息
、
潛
然
流
涕
。
明
帝
問
何
以
致
泣
。
具
以
東
渡
意
告
之
。
因
向
明
帝
、

 

『汝
意
謂
長
安
何
如
日
遠
。』
荅
日
、
『
日
遠
、
不
聞
人
從
日
邊
來
。』
居
然
可
知
、
元
帝
異
之
。

明
日
、

集
羣
臣
宴
會
、
告
以
此
意
。
更

 
重
問
之
、
乃
荅
日
、
『
日
近
。』
元
帝
失
色
、
日
、
『
爾
何
故
異
昨
日
之
言
邪
。』
荅
日
、
『擧
目
見
日
、
不
見
長
安
。』

 
校
記
 
書
鈔
七
引
語
林
云
、
答
長
安
近
日
。
其
文
不
全
、
今
以
世
論
夙
慧
篇

〔
3
〕
補
之
。
○
玉
函
41
。
舊
小
諡
4
。
周
氏
74
。
同
話
は

 

『劉
昭
幼
童
傳
』
(「初
學
記
』

一
、
『事
類
賦
注
』 
一
引
)
。
敦
煌
文
書
S

二
三
二
。
『晉
書
』
(
中
華
書
局
標
點
本
)
明
帝
紀
、
又

『
類
林

 
雜
説
』
四
。

(62)



 

(
一
)
○
鉤
沈

「
泣
」
本
作

「
臣
」
、
玉
函
亦
同
。
今
正
。

70
 
晉
明
帝
年
少
不
倫
、
常
微
行
、
詔
喚
人
以
衣
嘖
迎
之
。
渉
水
過
、
衣
幀
悉
濕
。
元
帝
已
不
重
明
帝
、
忽
復
有
此
、
以
爲
無
不
廢
理
。
既

 
入
、
憤
不
正
、
元
帝
自
爲
正
之
、
明
帝
大
喜
。

 
校
記
 
御
覽
六
百
八
十
七
。
○
淵
鑑
三
七
〇
債
。
玉
函
齠
。
周
氏
75
。

(63)


